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　広報わっさむ　平成21年４月号　梢2

◆
金
メ
ダ
ル
獲
得
の
快
挙

　

２
月　

日
チ
ェ
コ
の
リ
ベ
レ
ツ
で
行
わ

26

れ
た
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
世
界
選
手
権

の
複
合
団
体
競
技
で
見
事
日
本
が
世
界
一

の
座
を　

年
ぶ
り
に
獲
得
し
ま
し
た
。
こ

14

の
日
本
代
表
選
手
の
一
人
に
選
抜
さ
れ
大

活
躍
し
た
の
が
、
和
寒
町
字
西
和
で
酪
農

を
営
む
加
藤
邦
雄
さ
ん
、
順
子
さ
ん
の
次

男
『
加
藤
大
平
さ
ん
』
で
す
。

　

日
本
は
、
前
半
の
ジ
ャ
ン
プ
競
技
（
Ｋ

点
１
２
０
ｍ
）
で
、
加
藤
選
手
の
Ｋ
点
を

超
え
る
１
２
８
ｍ
と
い
う
大
ジ
ャ
ン
プ
が

大
き
な
貢
献
を
果
た
し
、
５
位
に
つ
け
、

後
半
の
距
離
で
、
日
本
勢
の
強
さ
を
見
せ

つ
け
一
気
に
逆
転
優
勝
す
る
と
い
う
、
劇

的
な
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、　

年
ぶ

14

り
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
、
そ
の
快
挙
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ

る
と
と
も
に
、
和
寒
町
が
加
藤
大
平
選
手

の
出
身
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
な
ど
、
町
内
に
も
大
き

な
喜
び
が
広
が
り
ま
し
た
。

◆
金
メ
ダ
ル
に
大
き
な
喜
び

　

加
藤
選
手
の
大
活
躍
を
紹
介
し
た
い
と

訪
れ
た
各
新
聞
社
の
取
材
に
対
し
、
伊
藤

　チェコのリベレツで行われたノルディックスキー世界選手権大会の複合団体競技のメンバ
ーとして選抜され、見事世界一となった西和出身の加藤大平選手と喜びの声を紹介します。

日本勢14年ぶりの快挙 ノルディック複合団体競日本勢14年ぶりの快挙 ノルディック複合団体競技技

町
長
は
「
金
メ
ダ
ル
と
い
う
快
挙
を
う
れ

し
く
思
う
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
明
る
い
話

題
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
関
係
機
関
と
協

議
し
、
健
闘
を
讃
え
る
方
法
を
検
討
し
た

い
」
と
喜
び
を
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
早
速
お
昼
の
防
災
無
線
で
そ
の

快
挙
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
役
場
庁
舎
及

び
ス
キ
ー
場
入
口
に
「
感
動
を
あ
り
が
と

う　

祝
金
メ
ダ
ル　

加
藤
大
平
選
手
」
と

書
か
れ
た
懸
垂
幕
を
掲
げ
、
そ
の
喜
び
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
ま
し
た
。

特集和寒町字西和出身　　和寒町字西和出身のの

平成19年４月に和寒町役場を訪れた加藤大平選手

役場庁舎に掲げられた懸垂幕 下川商業高校時代の加藤選手



　
梢　広報わっさむ　平成21年４月号　3

◆
コ
ン
バ
イ
ン
ド
と
の
出
会
い

　

加
藤
選
手
は
和
寒
町
字
西
和
で
育
ち
、

兄
、
弟
、
妹
の
４
人
兄
弟
と
い
っ
た
環
境

で
育
ち
ま
し
た
。
兄
の
影
響
を
受
け
て
小

学
４
年
生
の
と
き
に
少
年
団
に
入
部
。
以

来
中
学
校
で
は
、
３
年
生
の
と
き
に
全
道

中
学
ス
キ
ー
大
会
の
コ
ン
バ
イ
ン
ド
競
技

で
全
道
優
勝
し
、
全
国
大
会
へ
出
場
。
そ

の
後
数
多
く
の
ジ
ャ
ン
プ
選
手
が
育
っ
た

下
川
商
業
高
校
に
入
学
。
全
道
・
全
国
大

会
で
活
躍
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

こ
の
頃
か
ら
世
界
大
会
で
の
活
躍
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後

は
、
サ
ッ
ポ
ロ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
に

入
社
し
、
現
在
ま
で
世
界
中
を
転
戦
し
な

が
ら
活
躍
し
て
い
ま
す
。

◆
ご
両
親
の
自
宅
で
は

　

祝
金
メ
ダ
ル
の
一
報
が
報
じ
ら
れ
る
前

か
ら
、
加
藤
選
手
の
実
家
で
あ
る
加
藤
邦

雄
さ
ん
、
順
子
さ
ん
の
自
宅
で
は
、
そ
の

夜
に
放
送
さ
れ
て
い
た
録
画
番
組
を
見
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
加
藤
選
手
本
人

か
ら
の
電
話
が
直
接
実
家
に
か
か
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
本
人
は
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
こ
と
を
一
言
も
言
わ
ず
、
最
後

ま
で
録
画
放
送
を
見
て
ほ
し
い
と
だ
け
告

げ
、
電
話
を
切
り
ま
し
た
。
邦
雄
さ
ん
は

「
今
思
う
と
、
電
話
の
向
こ
う
で
は
、
に

や
け
て
い
た
の
で
は
」
と
そ
の
時
を
振
り

返
り
ま
す
。

　

録
画
放
送
の
後
半

距
離
競
技
で
は
第
２

走
を
走
っ
た
大
平
さ

ん
に
リ
レ
ー
が
繋
が

り
、
５
チ
ー
ム
で
の

デ
ッ
ト
ヒ
ー
ト
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
日

本
チ
ー
ム
の
ア
ン
カ

ー
小
林
さ
ん
が
大
逆

転
で
の
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
。
テ
レ
ビ
に

は
、
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
大
平
さ
ん
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

邦
雄
さ
ん
、
順
子
さ
ん
は
大
変
驚
い
た

と
い
い
ま
す
。
翌
日
に
は
、
お
祝
い
の
言

葉
や
取
材
な
ど
の
電
話
が
朝
か
ら
鳴
り
響

き
ま
し
た
。

　

各
新
聞
社
の
取
材
に
対
し
邦
雄
さ
ん
は

「
感
無
量
。
こ
の
競
技
を
や
ら
せ
て
よ
か

っ
た
。
同
じ
競
技
を
し
て
い
る
兄
と
弟
の

夢
を
か
な
え
て
く
れ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
弾
み
が
つ
く
。
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち

の
お
陰
。
再
会
し
た
ら
息
子
の
手
か
ら
メ

ダ
ル
を
か
け
て
欲
し
い
」
と
、
ま
た
順
子

さ
ん
は
「
信
じ
ら
れ
な
い
。
ま
さ
か
金
を

と
る
と
は
。
お
め
で
と
う
、
お
つ
か
れ
さ

ん
と
言
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
大
平
さ
ん
の

活
躍
に
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

◆
中
学
時
代
の
指
導
者
か
ら

　

中
学
時
代
の
コ
ー
チ
を
務
め
て
い
た
栗

山
本
幸
さ
ん
は
朝
５
時
頃
の
ニ
ュ
ー
ス
で

こ
の
快
挙
を
知
り
ま
し
た
。
早
速
、
加
藤

さ
ん
の
自
宅
に
祝
福
の
電
話
を
か
け
ま
し

た
。
加
藤
さ
ん
の
自
宅
に
か
か
っ
て
き
た

電
話
は
栗
山
さ
ん
が
一
番
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
。

　

栗
山
さ
ん
は
「
お
と
な
し
い
子
だ
っ
た

が
地
道
に
自
分
の
ペ
ー
ス
で
練
習
し
、
中

学
３
年
の
全
道
大
会
で
優
勝
し
て
か
ら
成

長
し
た
。
何
と
言
っ
て
あ
げ
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い
く
ら
い
う
れ
し
い
。
ワ
ッ
ク

ス
の
影
響
な
ど
毎
回
い
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
望
め
る
も
の
で
も
な
い
。
支
え
て
く

れ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
ま
だ
若
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん

ど
ん
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
今
後
の
活
躍

に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

◆
ス
キ
ー
協
会
会
長
か
ら

　

現
在
、
ス
キ
ー
協
会
会
長
を
務
め
る
塚

崎
正
さ
ん
は
、
少
年
団
入
部
時
か
ら
加
藤

選
手
の
活
躍
を
目
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

塚
崎
さ
ん
は
「
西
和
か
ら
の
送
り
迎
え

な
ど
ご
両
親
の
苦
労
と
理
解
が
あ
っ
て
こ

そ
の
結
果
。
指
導
者
の
指
導
を
ま
じ
め
に

受
け
て
い
た
の
が
印
象
的
。
加
藤
選
手
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ジ
ャ
ン
プ
が
得
意
な

選
手
で
は
あ
る
が
、
距
離
で
も
相
当
努
力

し
て
練
習
し
た
成
果
が
表
れ
た
の
で
は
な

い
か
。
今
後
、
ジ
ャ
ン
プ
・
距
離
競
技
に

一
層
磨
き
を
か
け
、
基
礎
体
力
を
し
っ
か

り
つ
け
て
、
今
後
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
な
ど
で
の
活
躍
を
期
待
し
た

い
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

金メダルの快挙に笑顔で喜ぶ邦雄さん、順子さん

西和小学校のスキー大会で初めて
ジャンプを飛んだ加藤大平さん　



　
　広報わっさむ　平成21年４月号　梢4

　平成21年度の和寒町一般会計及び特別会計予算が３月19日の定例町議会で議決されました。

　４つの重点方針を柱に策定された新年度予算額は総額で57億717万円となり、前年比１億4,765万円の増と

なりました。本年度の主な事業内容についてお知らせいたします。
（単位：千円）

増減率増減額前年度予算本年度予算会　　計　　区　　分

4.51153,0003,395,0003,548,000　　　　一　般　会　計　(Ａ)

19.75115,200583,300698,500国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

特　

別　

会　

計

△ 6.23△ 4,20467,45263,248簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

△ 3.01△ 4,160138,134133,974公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

△ 3.00△ 1,60053,30051,700後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

△ 90.57△ 70,19077,5007,310老 人 保 健 特 別 会 計

△ 7.13△ 53,957756,730702,773介 護 保 険 特 別 会 計

△ 1.13△ 18,9111,676,4161,657,505合　　　　　計　(Ｂ)

10.6947,573444,827492,400歳　入　　
町立病院事業会計

2.7813,559488,110501,669歳　出(Ｃ)

2.66147,6485,559,5265,707,174総　　　　計　(Ａ＋Ｂ＋Ｃ)

■予算
　町がさまざまな仕事を行うための１年間（４月～３月）までの収入と支出です。

■一般会計
　町の仕事を行うための支出と、そのための必要な収入を管理する会計の中で、一番基本的なものです。

■特別会計
　特定の事業を行う場合や、特定の支出に充てるため、一般会計と区別して管理する必要がある場合設けられ

る会計です。

総額57億717万円
前年比1億4,765万円（2.66％）

 

和寒町の予算
平成21年平成21年度度

和寒町の和寒町の予予算算
総額57億717万総額57億717万円円
前年比1億4,765万円（2.66％前年比1億4,765万円（2.66％））
＝重点方針＝
◇特性ある地域産業の振興◇
◇安心・安全な福祉社会の実現◇
◇元気なまちを支える担い手の育成◇
◇教育環境の充実と文化・スポーツの振興◇



　
梢　広報わっさむ　平成21年４月号　5

説　　明町民１人
当 た り予 算 額区　　分

議員報酬や「議会だより」の発
行など議会運営に関する経費

9,725円3,954万円議 会 費

役場庁舎管理、住民票の発行、広報
誌発行などの経費、町営バス運行

84,958円3億4,544万円総 務 費

老人福祉や児童福祉、国民年金
など福祉に関する経費

123,210円5億  97万円民 生 費

健康診査やごみ、し尿処理など
健康や環境衛生に関する経費

101,682円4億1,344万円衛 生 費

農業振興や農林道の維持、ほ場
整備などに関する経費

103,957円4億2,269万円農 林 業 費

商工業の振興対策や観光に関す
る経費

30,585円1億2,436万円商 工 費

町道の維持管理、公営住宅、除排
雪などに関する経費

60,017円2億4,403万円土 木 費

消防活動に必要な経費を士別地
区消防組合に支出

29,245円1億1,891万円消 防 費

小中学校の運営や公民館、体育
館、図書館などに関する経費

57,285円2億3,292万円教 育 費

地震・水害など災害にあった場
合、修復するための費用

743円302万円災害復旧費

公共施設などを建設する際に借り
入れた国などからの借金の返済金

128,458円5億2,231万円公 債 費

町職員の給与に関する経費142,221円5億7,827万円給 与 費

516円210万円
諸支出金・
予 備 費

872,602円
35億4,800万

円
合　 　 計

説　　明町民１人
当 た り予 算 額区　　分

町民の固定資産税、軽自動車税な
ど皆さんに納めていただく税金

63,935円2億5,996万円町　 　 税

負担金や公営住宅使用料
保育料、住民票などの手数料

43,955円1億7,872万円
負担金及び
使 用 料 他

町の基金（貯金）を取り崩すも
の、他の会計からの繰入金

58,807円2億3,911万円繰 入 金

前年度会計の残金のうち、本年
度に繰り越す額

2,459円1,000万円繰 越 金

預金利子、貸付金元利収入、空缶
他売払などの収入

38,045円1億5,469万円諸 収 入

町の規模により、標準的に必要
なお金を算定し、国から交付さ
れるお金

506,640円
20億6,000万

円
地方交付税

自動車重量税、預金利子にかかる
税金、消費税、自動車取得税など
一定の算定により交付されるもの

44,828円1億8,227万円地方譲与税他

福祉分野などで国の負担分など
として国から入ってくるお金

14,407円5,858万円国庫支出金

道が行なうべき事務への委託金
や道の政策による補助金

48,468円1億9,707万円道 支 出 金

公共事業などを行なうときに国
などから借り入れる借金

51,058円2億 760万円町　 　 債

872,602円
35億4,800万

円
合  　 計

■一般会計の歳出の状況

■一般会計の歳入の状況

※１人当たりの金額は、一般会
計予算額を科目ごとに平成21年
２月末現在の人口4,066人で割
ったものです。

《目的別》

《性質別》



　

平
成　

年
第
１
回
町
議
会
定
例

21

会
の
開
会
に
あ
た
り
、
町
政
執
行

へ
の
私
の
所
信
を
申
し
上
げ
、
議

員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

に
端
を
発
し
た
金
融
危
機
は
、
世

界
的
な
経
済
等
の
減
速
を
招
き
、

原
油
や
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ

る
企
業
収
益
や
個
人
消
費
に
甚
大

な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
世
界
が

同
時
不
況
に
陥
る
と
い
う
未
曾
有

の
状
況
は
、
景
気
や
雇
用
情
勢
を

急
激
に
悪
化
さ
せ
る
な
ど
、
生
活

の
不
安
が
日
々
深
刻
化
を
増
す
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は　

年
度

20

予
算
に
お
い
て
「
安
心
実
現
の
た

め
の
緊
急
総
合
対
策
」
及
び
「
生

活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対
策
」

と
、
２
次
に
わ
た
る
大
型
補
正
を

講
じ
る
と
と
も
に
、　

年
度
に
お

21

い
て
は
、
切
れ
目
な
く
断
続
的
に

景
気
対
策
を
実
行
す
る
な
ど
と
し

て
、
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
過

去
最
大
の　

兆
５
千
億
円
と
な

88

り
、
こ
れ
ま
で
の
財
政
再
建
路
線

か
ら
景
気
重
視
の
姿
勢
を
鮮
明
に

し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
北
海
道

に
お
い
て
も
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
も
の
の
、
不
況
の
深
刻
化
に

対
応
し
、
景
気
・
雇
用
対
策
や
医

療
分
野
に
重
点
配
分
す
る
と
し

て
、
公
共
事
業
費
が　

年
ぶ
り
に

10

増
額
す
る
な
ど
、
道
内
経
済
に
配

慮
し
た
予
算
に
な
る
見
込
み
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
和
寒
町
は
、
第
４
次

総
合
計
画
と
第
３
次
行
政
改
革
大

綱
に
基
づ
く
計
画
的
で
効
果
的
・

効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
結
果
、
財
政
健
全
化
法

に
よ
り
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
た

　

年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判

19断
比
率
、
資
金
不
足
比
率
は
、
本

町
の
健
全
財
政
を
証
明
す
る
結
果

と
な
り
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
北
海
道
経
済
が
疲
弊
す

る
状
況
下
に
あ
っ
て
は
本
町
も
例

外
で
は
な
く
、
将
来
に
わ
た
り
町

民
の
皆
さ
ま
が
仕
事
や
暮
ら
し
に

希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
責

務
で
あ
り
ま
し
て
、
期
待
さ
れ
る

緊
急
生
活
対
策
と
地
域
特
性
に
着

目
し
た
経
済
対
策
を
と
お
し
て
、

地
域
の
活
性
化
を
促
進
し
「
和
寒

町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
実
感

で
き
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
し

て
参
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
予
算
編
成
に
あ

21

た
り
懸
念
さ
れ
た
地
方
交
付
税

は
、
一
応
増
額
確
保
が
確
実
と
な

り
、
生
活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対

策
と
し
て
「
地
域
雇
用
創
出
推
進

事
業
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

算
定
方
式
の
改
正
に
よ
り
相
殺
さ

れ
る
と
見
込
み
、　

年
度
予
算
と

20

同
額
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
自

主
財
源
に
乏
し
い
状
況
の
中
、
今

後
も
収
入
全
般
に
わ
た
り
そ
の
確

保
に
徹
底
を
期
し
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
経
常
的

経
費
の
一
層
の
効
率
化
を
図
り
、

経
費
の
縮
減
に
努
め
な
が
ら
元
気

あ
る
和
寒
町
を
創
る
た
め
の
事
務

事
業
を
積
み
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
図

る
と
と
も
に
、
最
大
の
効
果
が
得

ら
れ
る
よ
う
町
政
の
執
行
に
あ
た

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

●
重
点
方
針

　

私
は
予
算
編
成
に
あ
た
り
重
点

方
針
と
し
て

一
、
特
性
あ
る
地
域
産
業
の
振
興

一
、
安
全
・
安
心
な
社
会
福
祉
の

実
現

一
、
元
気
な
ま
ち
を
支
え
る
担
い

手
の
育
成

一
、
教
育
環
境
の
充
実
と
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

の
４
項
目
を
位
置
付
け
い
た
し
ま

し
た
。

●
予
算
規
模

　

予
算
の
規
模
は
、

　

一
般
会
計　

億
４
千
８
０
０
万

35

円
（
対
前
年
比
４
。　

％
増
）
と

51

な
り
ま
し
た
が
、
国
の
各
補
正
措

置
に
よ
り　

年
度
に
繰
り
越
し
さ

21

れ
る
事
業
を
加
味
し
た
実
質
的
な

一
般
会
計
予
算
は
、　

億
２
千
２

40

０
９
万
円
と
前
年
度
対
比　

。
５

18

％
の
増
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
６
億
９
千
８
５
０
万
円

（
対
前
年
比　

。　

％
増
）
、
簡

19

75

易
水
道
事
業
特
別
会
計
６
千
３
２

４
万
８
千
円
（
対
前
年
比
６
。　
23

％
減
）
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
１
億
３
千
３
９
７
万
４
千
円

（
対
前
年
比
３
。　

％
減
）
、
後

01

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
５
千
１

７
０
万
円
（
対
前
年
比
３
％
減
）、

老
人
保
健
特
別
会
計
７
３
１
万
円

（
対
前
年
比　

。　

％
減
）
、
介

90

57

護
保
険
特
別
会
計
７
億
２
７
７
万

３
千
円
（
対
前
年
比
７
。　

％
減
）、

13

町
立
病
院
事
業
会
計
５
億
１
６
６

万
９
千
円
（
対
前
年
比
２
。　

％
78

増
）
、
全
会
計
の
合
計
は
、　

億
57

７
１
７
万
４
千
円
と
な
り
、
対
前

年
比
２
。　

％
、
金
額
に
し
て
１

66

億
４
千
７
６
４
万
８
千
円
の
増
額

予
算
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
予
算
に
計
上
い
た
し
ま

し
た
主
要
施
策
に
つ
い
て
順
次
申

し
上
げ
ま
す
。
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町長　　伊藤　昭宣

　

平
成　

年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
の
３
月
５
日
、
伊
藤
町
長
が
町

21

政
執
行
方
針
、
田
代
教
育
長
が
教
育
執
行
方
針
を
そ
れ
ぞ
れ
表
明

し
、
議
会
や
町
民
に
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

以
下
執
行
方
針
及
び
主
要
施
策
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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は
じ
め
に
農
業
関
係
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
原
油
高
騰
に
よ
る
燃
料

や
肥
料
を
は
じ
め
、
生
産
資
材
や

配
合
飼
料
の
高
騰
、
さ
ら
に
は
生

活
用
品
の
値
上
げ
な
ど
、
農
業
だ

け
で
は
な
く
商
工
業
経
営
や
日
常

生
活
に
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
た

１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

農
作
物
の
価
格
は
低
迷
を
続

け
、
経
営
環
境
も
依
然
厳
し
い

中
、
特
に
乳
価
に
つ
き
ま
し
て
は

昨
年
４
月
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
も

の
の
、
経
営
を
安
定
さ
せ
る
に
は

至
ら
ず
、
今
年
３
月
か
ら
再
び
飲

用
向
け
が
１
手
当
た
り　

円
、
平

10

均
で
５
。
３
円
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
飼
料
価
格
は
高
止
ま
り
の

傾
向
に
あ
り
、
経
営
改
善
に
は
な

お
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

経
済
状
況
の
悪
化
が
長
期
化
の

様
相
を
示
す
中
、
国
で
は
２
次
に

わ
た
る
補
正
措
置
を
行
い
、
水
田

最
大
活
用
推
進
緊
急
対
策
と
し
て

「
肥
料
・
燃
油
高
騰
対
応
緊
急
対

策
事
業
」
が
創
設
さ
れ
、
本
町
に

お
き
ま
し
て
も
１
月　

日
か
ら　

19

23

日
ま
で
受
付
を
行
い
、
該
当
者
２

１
９
名
、
１
億
８
８
０
万
４
千
４

８
０
円
の
申
請
を
終
え
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
し
、
「
水
田
フ
ル
活

用
推
進
交
付
金
」
と
し
て
、　

年
20

度
主
食
用
水
稲
作
付
け
面
積
に
対

し　

ア
ー
ル
当
た
り
３
千
円
を
交

10
付
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
さ
ら
に
、　

年
度
か

21

ら
は
大
豆
、
小
麦
、
飼
料
作
物
や

米
粉
用
米
の
作
付
け
に
対
し
て
も

支
援
策
が
講
じ
ら
れ
る
見
通
し
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

●
水
稲
関
係

　

毎
年
の
よ
う
に
国
の
農
業
政
策

は
変
化
し
て
お
り
ま
す
が　

年
度

16

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
「
産
地

づ
く
り
交
付
金
」
は
、
食
料
自
給

力
・
自
給
率
向
上
の
効
果
を
高
め

る
よ
う
に
見
直
さ
れ
た
結
果
、

「
産
地
確
立
交
付
金
」
に
名
称
が

変
更
さ
れ
、
今
後
、
調
整
水
田
等

の
不
作
地
は
助
成
の
対
象
か
ら
除

外
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
水
稲
作
付

け
面
積
の
調
整
に
苦
慮
す
る
も
の

と
懸
念
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

●
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
　

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
」
は
、　

年
度
よ
り　

地
区

20

10

が
共
同
活
動
支
援
の
取
り
組
み
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
対

策
、
２
階
部
分
と
し
て
の
営
農
活

動
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
、
各
地
区
よ
り
多
く
の
要
望
が

あ
り
、　

年
度
は
８
地
区
で
、
カ

21

ボ
チ
ャ
・
大
豆
・
そ
ば
の
取
り
組

み
を
予
定
し
て
お
り
、
町
と
し
て

も
地
域
農
業
の
振
興
に
資
す
る
こ

と
か
ら
、
事
業
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
町
独
自
の
緊
急
対
策

　

こ
の
よ
う
に
国
の
施
策
が
講
じ

ら
れ
る
中
、
町
と
い
た
し
ま
し
て

も
農
業
経
営
安
定
対
策
に
お
け
る

町
独
自
の
緊
急
対
策
と
し
て
、
新

た
に
純
畑
を
対
象
に
そ
の
面
積
に

応
じ
た
再
生
産
費
の
一
部
を
助
成

す
る
「
緊
急
農
業
支
援
対
策
事

業
」
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、　
20

年
度
で
終
了
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
し
た
「
農
業
高
度
活
性
化
事

業
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
緊
急
支

援
対
策
と
し
て
１
年
間
に
限
り
延

長
し
、
農
家
経
営
の
安
定
に
資
す

る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
に
お

い
て
も
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
機
械

銀
行
で
共
同
作
業
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
大
型
コ

ン
バ
イ
ン
の
老
朽
化
に
伴
い
更
新

す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町

と
い
た
し
ま
し
て
も
農
家
負
担
の

軽
減
を
図
る
べ
く
購
入
費
の
一
部

を
補
助
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の

食
味
分
析
機
は
導
入
後　

年
を
経

13

過
し
修
理
部
品
の
調
達
が
困
難
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
分
析
機
に

つ
い
て
も
同
様
に
補
助
を
予
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に　

年
度
に
つ
き

21

ま
し
て
も
、
経
営
安
定
対
策
な
ど

を
施
策
の
柱
と
し
て
、
農
業
委
員

会
や
各
関
係
機
関
、
農
業
者
の
ご

意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
、
本
町
農

業
の
安
定
的
・
持
続
的
な
発
展
を

期
す
べ
く
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

●
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
農
想
塾

に
つ
き
ま
し
て
は
、
試
験
展
示
圃

で
の
品
種
比
較
試
験
を
は
じ
め
、

農
業
情
報
の
提
供
や
土
壌
・
食
味

分
析
、
後
継
者
育
成
な
ど
本
町
農

業
の
振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
適
正

な
施
肥
設
計
を
基
に
良
質
で
安
全

な
農
産
物
の
生
産
と
コ
ス
ト
の
低

減
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
土
壌
診
断
の
促
進
を
図
り

な
が
ら
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
農
産
物
の
試
験
研
究
を
引
き
続

き
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
外
壁
な
ど
の

補
修
と
、
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
に

つ
き
ま
し
て
も
、
施
設
の
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

計
画
的
に
機
械
設
備
の
更
新
を
図

る
べ
く
、　

年
度
に
つ
き
ま
し
て

21

は
ラ
イ
ス
ボ
イ
ラ
ー
３
基
の
交
換

を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

●
農
村
生
活
体
験
事
業

　

今
年
で　

年
目
を
迎
え
ま
す

20

「
都
市
女
性
農
村
生
活
体
験
事

業
」
は
、　

年
度
も
３
名
の
女
性

20

が
来
町
さ
れ
、
実
習
に
精
力
的
に

取
り
組
ま
れ
、
大
変
喜
ば
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
体
験

事
業
で
訪
れ
た
実
習
生
で　

名
の

12

方
が
本
町
の
後
継
者
と
結
ば
れ
て

お
り
、
現
在
も
２
名
の
方
が
本
町

に
定
住
さ
れ
る
な
ど
、
一
定
の
事

業
効
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、

近
年
男
性
の
応
募
も
あ
る
こ
と
か

ら
、　

年
度
か
ら
は
担
い
手
対
策

21

の
一
つ
の
方
策
と
し
て
、
男
性
の

受
入
も
考
慮
し
事
業
名
を
「
農
村

生
活
体
験
事
業
」
と
改
め
実
施
す

る
こ
と
と
し
、
受
入
農
家
や
関
係

機
関
と
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
、

充
実
し
た
事
業
と
し
て
継
続
し
て

参
り
ま
す
。 



●
土
地
改
良
事
業

　

次
に
土
地
改
良
事
業
関
係
で
あ

り
ま
す
が
、
農
業
経
営
の
安
定
と

生
産
性
の
向
上
を
図
る
上
で
欠
く

こ
と
の
出
来
な
い
事
業
で
あ
り
ま

す
の
で
、　

年
度
に
お
い
て
も
新

21

た
に
「
西
和
地
区
た
め
池
等
整
備

事
業
」
を
加
え
た
５
地
区
で
暗
渠

・
客
土
、
用
水
路
整
備
等
、
総
額

６
億
５
千
４
３
０
万
円
の
事
業
費

で
道
営
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
農
家
負
担
軽
減
対
策
と

し
て
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
実

施
し
て
参
り
ま
す
。

●
畜
産
関
係

　

畜
産
関
係
で
は
、
厳
し
い
経
営

状
況
が
続
く
中
で
、
配
合
飼
料
の

給
餌
か
ら
牧
草
の
割
合
を
増
や
す

こ
と
は
コ
ス
ト
削
減
に
も
な
り
草

地
改
良
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、　

年
度
も
草
地
改

21

良
事
業　

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
計
画
し

15

て
お
り
、
ま
た
、
牛
の
改
良
増
殖

を
行
う
た
め
、
受
精
卵
移
植
事
業

も
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

●
林
業
関
係

　

林
業
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

朝
日　

林
班
、
三
笠　

林
班
に
お

30

26

い
て
カ
ラ
マ
ツ
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

造
林
す
る
こ
と
と
し
、　

年
度
ま

20

で
に
分
収
造
林
と
し
て
完
了
し
ま

し
た
２
３
４
８
林
班
も
含
め
下
刈

・
除
間
伐
作
業
な
ど
を
今
後
も
継

続
し
て
参
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

が
増
大
す
る
中
、
被
害
防
止
対
策

と
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
「
有

害
鳥
獣
捕
獲
奨
励
補
助
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
３
名
の
方
が
新

た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
活
動
さ

れ
て
お
り
、
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
こ
と
か
ら　

年
度
も
継
続
し
て

21

実
施
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
ア

ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
有
害
鳥
獣
対
策
連
絡
協
議
会
」

を
設
置
し
て
被
害
防
止
の
取
組
を

本
格
化
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　

昨
今
、
地
球
環
境
に
や
さ
し
い

「
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が

注
目
さ
れ
て
い
る
中
、
本
町
に
お

き
ま
し
て
は
森
林
資
源
を
は
じ
め

　
　広報わっさむ　平成21年４月号　梢8

農林業関係の主な事業
●農業振興費　　167,226千円
★後継者育成振興奨励事業（担い手育成モデル事業、

認定農業者農地利用集積支援事業、新規就農対策事

業補助、担い手研修等報償）

★農業高度活性化緊急支援事業【新規】
　（施設整備及び機械導入補助）

★稲作振興補助（稲作振興協議会補助）

★畑作振興対策事業（蔬菜組合連合会補助、野菜価格

安定事業補助）

★農業経営安定対策（各種農業制度関連資金利子補給

補助、平成16年度台風被害支援利子補給）

★大型コンバイン購入事業補助【新規】
　（農協の機械支援事業に助成）

★緊急農業支援対策補助【新規】
　（畑の再生産費の助成）

★中山間地域等直接支払事業

　（中山間地域等直接支払交付金）

●経営構造対策費　　42,946千円
★農業活性化センター運営対策（活性化センター運営

費、食味分析器更新【新規】、活性化センター外部
改修【新規】）

★特産物振興対策（加工センターライスボイラー交換
【新規】、加工センター運営経費）

★土づくり対策

　（バーク供給センター運営経費）

●林業振興費　　4,710千円
★林業振興事業

　（北の森づくり推進事業補助、除間伐事業補助）

★有害鳥獣捕獲推進事業（有害鳥獣捕獲奨励補助）

★特定外来生物防除事業【新規】
　（アライグマ対策費）

●畜産業費　　7,264千円
★畜産振興対策（酪農ヘルパー事業、草地改良事業　

補助、受精卵移植事業補助）

★農家経営安定対策（畜産特別資金利子補給補助）

★公共育成牧場

　（三和牧場運営管理費、国有林借上料）

●土地改良費　　158,310千円
★道営事業（和寒中央地区地域水田農業支援緊急整備

事業、和寒北地区経営体育成基盤整備事業、第１幹

線地区新農業水利システム保全整備事業、菊野西地

区畑地帯総合整備事業、西和地区ため池等整備事業
【新規】）
★農地・水・環境向上対策事業
　（共同活動支援、営農活動支援【新規】）
★国営造成施設管理体制整備促進事業

●町有林管理費　　15,661千円
★町民植樹祭

★町有林整備事業（人工造林、間伐、下刈り）

●農業委員会費　　4,533千円
★担い手推進事業（農村生活体験事業補助）

★農地流動化活動事業

　（農用地利用改善組合活動補助）



　
梢　広報わっさむ　平成21年４月号　9

と
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
が
、　

年
度
は

21

本
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
な
り

う
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
全
て
を

調
査
し
、
独
立
行
政
法
人　

新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
事
業
に
よ

り
「
和
寒
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定
し
、
化
石
燃
料
に

替
わ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
可

能
性
や
地
材
地
消
に
よ
る
、
地
球

環
境
に
配
慮
し
た
対
策
を
構
築

し
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
将
来
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
施
策
を

講
じ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

 
●
商
工
関
係

　

国
は
昨
年　

月
か
ら
中
小
企
業

10

者
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
い
わ

ゆ
る
貸
し
渋
り
対
策
と
し
て
「
原

材
料
価
格
高
騰
対
応
等
緊
急
保
証

制
度
」
を
設
け
て
融
資
保
証
料
の

助
成
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
４
件
の
申
請
が
あ
り
認
定

手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
の
他
、
町
独
自
の
利

子
補
給
制
度
も
継
続
し
て
実
施

し
、
町
内
企
業
の
経
営
安
定
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
公

表
さ
れ
た
消
費
動
向
に
よ
る
と
、

町
内
で
の
購
買
は
１
割
程
度
と
の

調
査
結
果
が
示
さ
れ
、
購
買
力
の

流
出
対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、
魅

力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
に
向
け
た

「
空
き
店
舗
対
策
」
は
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
商

工
会
と
連
携
を
し
、
創
意
工
夫
を

図
り
な
が
ら
、
空
き
店
舗
の
活
用

に
向
け
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

●
雇
用
対
策

　

派
遣
切
り
や
雇
用
止
め
が
問
題

視
さ
れ
る
中
、
雇
用
環
境
は
依
然

厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、
新
た
に

国
の
第
２
次
補
正
で
緊
急
雇
用
創

出
事
業
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、　
21

年
度
に
お
き
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
「
地
域
雇
用
対
策
事
業
」
と
は

別
枠
と
し
て
「
緊
急
雇
用
創
出
事

業
」
を
創
設
し
、
雇
用
環
境
の
改

善
を
期
す
べ
く
努
め
て
参
り
ま
す
。

●
観
光
関
係

　

観
光
面
で
は
、
観
光
協
会
が
中

心
と
な
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
・
開
催
し
て
頂
き
、
町
外
か
ら

の
来
客
者
数
も
増
加
し
て
き
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
連
携
し
な

が
ら
事
業
推
進
に
努
め
、
特
に
塩

狩
峠
記
念
館
は
開
館
か
ら　

年
が

10

経
過
し
、
こ
の
間
「
塩
狩
峠
記
念

館
友
の
会
」
の
方
々
に
ご
協
力
を

頂
き
、
来
館
者
に
喜
ば
れ
る
記
念

館
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
し
た

が
、
近
年
は
修
学
旅
行
の
周
遊
コ

ー
ス
に
も
な
り
、
三
浦
綾
子
さ
ん

の
フ
ァ
ン
を
は
じ
め
多
く
の
方
に

来
館
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

か
ら
、　

年
度
に
計
画
し
て
い
る

21

開
館　

周
年
記
念
事
業
と
抱
き
合

10

わ
せ
な
が
ら
塩
狩
峠
記
念
館
友
の

会
と
も
連
携
を
図
り
、
親
し
ま
れ

る
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

●商工業振興費　　30,678千円
★商工会運営に対する補助

★商業振興協同組合補助

★商工業新規就業対策補助

★中小企業補償融資保証料及び利子補給補助

★商工業活性化融資利子補給補助

★中小企業経営安定化利子補給補助

★地場産業開発研究補助

★特別雇用対策補助

★緊急雇用創出事業【新規】
　（町有林環境整備）

 

●観光費　　12,335千円
★全日本モトクロス選手権大会負担金

★各種モータースポーツ大会補助

★どんとこい！わっさむ夏まつり負担金

★観光協会補助（観光事業等補助、駅前案内図及び観
光鳥瞰図更新【新規】）

●公園費　　36,599千円
★三笠山自然公園・東山スキー場指定管理

★南丘森林公園運営管理

★南丘森林公園整備

　（浄化槽空膜モジュール更新【新規】）

商工観光関係の主な事業



 
●
保
健
福
祉
関
係

　
　

年
度
に
お
け
る
、
現
在
ま
で

21
の
出
生
数
は　

名
で　

年
度
末
の

29

19

　

名
と
比
較
し
ま
す
と
大
き
く
増

13加
し
て
お
り
ま
す
が
、　

歳
以
上

65

の
人
口
で
は
、
１
月
末
現
在
で
１

千
５
３
６
名
と
な
っ
て
お
り
、
高

齢
者
率
が　

。
８
％
と
、
前
年
対

37

比
１
。
４
％
の
伸
び
を
示
す
結
果

と
な
り
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
す

る
中
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
健
康
で

安
心
し
た
生
活
が
日
々
送
れ
る
よ

う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
等

を
と
り
ま
く
国
や
道
の
施
策
も
、

年
々
複
雑
さ
を
増
し
、
財
政
的
に

も
大
き
な
負
担
増
と
な
っ
て
い
る

状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
重
点
政

策
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま

す
子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
の
核
と
な
り
ま
す
「
（
仮

称
）
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

事
業
内
容
や
関
連
施
設
を
ど
の
よ

う
な
形
で
整
備
す
べ
き
か
所
管
常

任
委
員
会
に
お
諮
り
し
な
が
ら
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
念
頭
に
迅
速
に
進

め
て
い
く
所
存
で
あ
り
、
福
祉
関

連
施
設
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
「
生

き
が
い
セ
ン
タ
ー
」
を
現
在
の

「
旧
和
寒
老
人
憩
い
の
家
」
に
移

設
す
る
た
め
の
改
修
工
事
を
行
う

べ
く
、
そ
の
事
業
費
と
支
援
セ
ン

タ
ー
に
現
在
の
「
三
笠
児
童
館
」

を
併
設
す
る
た
め
の
実
施
設
計
費

を　

年
度
予
算
に
計
上
さ
せ
て
頂

21
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

●
児
童
福
祉
関
係

　

次
に
保
育
所
関
係
で
は
、
常
設

保
育
所　

名
、
季
節
保
育
所　

名

73

21

の
入
所
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
児

童
館
事
業
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
遊
び
育
ち
、
情
操

豊
か
な
心
を
育
む
児
童
の
育
成
に

努
め
て
参
り
ま
す
。
な
お
、　

年
20

度
に
お
け
る
一
時
保
育
事
業
で

は
、
現
在
ま
で
延
べ　

名
の
利
用

26

と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

　

年
度
に
お
い
て
も
保
護
者
の
方

21々
が
緊
急
を
要
す
る
場
合
の
子
育

て
支
援
策
と
し
て
事
業
を
継
続
し

て
参
り
ま
す
。

 

　
　広報わっさむ　平成21年４月号　梢10

保健福祉関係の主な事業
●高齢者等福祉　　222,577千円
★高齢者共同福祉住宅運営費

★道北バス利用者運賃助成

★高齢者事業団育成事業

★老人クラブ連合会補助事業

★寝たきり老人等介護手当

★認知症老人介護手当

★緊急通報装置設置

★在宅福祉事業委託

★ふれ愛住宅補助

★長寿祝金

★訪問看護サービス自己負担金軽減補助

★生きがいセンター移転改修【新規】
★介護保険特別会計繰出金

★後期高齢者医療広域連合市町村負担金

★後期高齢者医療特別会計繰出金

★高齢者健康審査業務委託

●障がい福祉　　93,337千円
★地域生活支援事業委託

★重度障がい者ハイヤー料金補助

★社会福祉施設等通園費補助

★身体障がい者補装具補助

★地域生活支援事業日常生活用具給付

★重度心身障がい者等医療費給付

★障がい者の明るいくらし促進事業

★障がい者自立支援給付費

★障がい者医療費給付

★障がい者自立支援医療費

★身障者用トイレ改修 

●児童福祉　　99,909千円
★常設保育所運営

★季節保育所運営

★児童館運営

★児童手当

★医療給付費

★一時保育事業

★障がい者自立支援給付費

★心身障がい児こども通園施設運営負担

★次世代育成支援後期行動計画【新規】
★子育て支援対策事業【新規】

●その他の福祉　　74,107千円
★福祉団体補助

★社会福祉協議会運営補助

★国民健康保険特別会計繰出金

●保健の向上、維持増進　　217,439千円
★母子保健事業

★歯科保健事業

★成人保健事業

★予防接種

★上川北部地域第２次救急医療事業

★ヘルシーライフ普及啓発

★組織育成

★保健福祉センター運営

★訪問看護事業

★町立病院事業会計繰出金



●
保
健
関
係

　

保
健
関
係
で
は
、
健
康
で
安
心

し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
可
能

な
限
り
の
疾
病
予
防
に
努
め
、
早

期
発
見
時
の
治
療
に
つ
な
が
る
よ

う
各
種
健
診
事
業
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

な
お
、　

年
度
よ
り
法
的
に
実

20

施
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
「
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
実
施
事

業
」
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
勿
論

で
あ
り
ま
す
が
、　

年
度
か
ら

21

は
、
特
定
健
診
や
後
期
高
齢
者
の

健
診
・
特
定
高
齢
者
を
把
握
す
る

た
め
の
生
活
機
能
評
価
な
ど
を
集

団
健
診
に
合
わ
せ
、
旭
川
市
医
師

会
健
康
管
理
診
療
所
に
委
託
し
、

個
別
健
診
は
町
立
和
寒
病
院
で
実

施
す
る
な
ど
、
そ
の
体
制
を
再

度
、
整
え
な
が
ら
実
施
し
て
参
り

ま
す
と
と
も
に
、
前
年
同
様
、
町

内
数
箇
所
で
集
団
健
診
を
実
施

し
、
受
診
し
て
頂
く
町
民
の
方
々

に
対
し
、
出
来
る
だ
け
ご
不
便
を

か
け
ぬ
よ
う
配
慮
し
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、　

歳
以
上
の
後
期
高
齢

75

者
健
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
保

事
業
同
様
に
個
人
負
担
を
無
料
と

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 
●
衛
生
関
係

　

環
境
保
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り

と
適
正
な
ご
み
処
理
を
目
指
し
て

徹
底
し
た
ご
み
の
分
別
と
リ
サ
イ

ク
ル
で
、
ご
み
に
対
す
る
経
費
を

少
し
で
も
削
減
で
き
る
よ
う
町
民

皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
得

な
が
ら
西
和
最
終
処
分
場
の
延
命

の
た
め
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
広
域
生
ご
み
処
理
施
設
に

つ
き
ま
し
て
も
１
市
２
町
で
十
分

協
議
協
力
し
な
が
ら
、
適
正
な
維

持
管
理
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

 

●
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
と
し

て
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域

等
の
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
の
推

進
に
努
め
つ
つ
、
各
事
業
所
に
も

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
取

組
み
の
実
施
協
力
に
つ
い
て
周
知

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

●
戸
籍
関
係

　

戸
籍
業
務
の
電
算
化
に
つ
き
ま

し
て
は
、
戸
籍
情
報
を
集
約
し
た

一
元
管
理
が
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
戸
籍
事
務
の
迅
速
化
を
図
り
、

業
務
の
効
率
化
及
び
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
、　

年
度
内
の
開

21

始
に
向
け
整
備
を
進
め
て
参
り
ま

す
。

 

 
●
土
木
関
係

　

土
木
関
係
で
は
、
地
方
特
定
道

路
整
備
事
業
と
し
て
、　

年
度
か

20

ら
３
か
年
で
計
画
し
ま
し
た
西
町

・
若
草
南
１
丁
目
通
り
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は
西
町
側
を
終
了
し
ま

し
た
の
で
、　

年
度
に
お
い
て
は

21

若
草
側
の
一
部
と
役
場
西
側
に
位

置
し
ま
す
３
条
通
り
の
路
面
整
備

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

●
公
営
住
宅
関
係

　

公
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　

年
度
に
着
手
し
ま
し
た
「
あ
か

17し
や
団
地
大
規
模
改
善
事
業
」
は

最
終
年
度
を
迎
え
、
住
宅
２
棟
８

戸
の
改
善
は
、
先
の
第
１
回
町
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
補
正
予
算
を

提
案
し
早
期
着
工
す
る
と
と
も

に
、
既
存
住
宅
３
棟　

戸
を
解
体

12

し
、
跡
地
を
駐
車
場
及
び
冬
期
間

の
堆
雪
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
造
成

整
備
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

●
旭
川
土
木
現
業
所
所
管
事
業

　

道
道
和
寒
幌
加
内
線
の
三
和
工

区
に
つ
き
ま
し
て
は
、　

年
度
で

20

事
業
完
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
未

改
修
で
あ
る
西
和
５
線
ま
で
の
約

１
。
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
拡
幅
工

事
は
、　

年
度
以
降
、
三
和
工
区

22

と
同
じ
車
道
幅
員
に
よ
り
進
め
た

い
意
向
の
よ
う
で
あ
り
ま
し
て
、

　
梢　広報わっさむ　平成21年４月号　11

住民関係の主な事業
●環境衛生費　　122,923千円
★保養センター管理運営

★葬斎場・墓地管理運営

★衛生害虫駆除補助

★水質保全事業補助

★簡易水道事業特別会計繰出金

★公共下水道事業特別会計繰出金

 

●清掃総務費　　26,593千円
★公衆トイレ清掃管理

★リサイクルセンター管理運営及び資源ごみ収集業務委託

★し尿収集及び処理業務委託事業

★資源ごみ広域処理負担金

●塵芥処理費　　42,522千円
★一般廃棄物埋立処分場管理運営及びごみ収集業務委託

★広域生ごみ処理場管理運営



道
道
和
寒
鷹
栖
線
に
つ
き
ま
し
て

は
、
未
着
手
区
間
で
あ
る　

線
か

17

ら　

線
ま
で
の
約
１
。
２
キ
ロ
メ

19
ー
ト
ル
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

　

１
級
河
川
改
修
事
業
の
う
ち
剣

淵
町
と
の
境
界
に
な
り
ま
す
字
大

成
の
６
線
川
改
修
に
つ
き
ま
し
て

は
、
５
か
年
の
国
庫
補
助
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
、　

年
度
に
お
い

21

て
大
成
「
４
号
橋
」
の
実
施
設
計

に
着
手
さ
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
同

橋
を
設
置
し
た
当
時
は
木
橋
で
あ

り
、
今
回
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と

す
る
た
め
質
的
改
良
に
当
た
り
、

設
計
業
務
に
係
る
経
費
を
河
川
管

理
者
で
あ
る
北
海
道
が
２
分
の

１
、
道
路
管
理
者
の
和
寒
町
と
剣

淵
町
が
そ
れ
ぞ
れ
４
分
の
１
の
事

業
負
担
金
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

剣
淵
川
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、　

年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

21

計
画
断
面
を
想
定
し
た
調
査
設
計

及
び
用
地
補
償
を
行
い
、　

年
度

22

以
降
、
暫
定
断
面
に
よ
り
改
修
工

事
を
進
め
る
と
伺
っ
て
お
り
、
１

日
も
早
い
工
事
着
工
が
待
た
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

 

 
●
わ
っ
さ
む
１
１
０
年
記
念
事
業

関
係

　

平
成　

年
挙
行
さ
れ
ま
し
た

11

「
わ
っ
さ
む
１
０
０
年
」
の
慶
賀

は
、
今
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
迎
え
ま
し
た
本

年
は
「
わ
っ
さ
む
１
１
０
年
」
の

節
目
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
質
素
に
な
り
ま
す
も
の
の
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
１
１
０

年
を
祝
い
、
本
町
の
更
な
る
継
承

発
展
を
願
う
「
１
１
０
年
記
念
事

業
」
の
執
行
経
費
を
新
年
度
予
算

に
反
映
さ
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

招
聘
を
し
て
お
り
ま
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
公
開
収
録
番
組
で
あ
る
「
と
こ

と
ん
！
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
ジ
」
が
、

本
町
を
会
場
に
実
施
さ
れ
る
と
の

朗
報
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
そ

の
対
応
に
万
全
を
期
し
て
参
り
ま

す
と
と
も
に
、
記
念
表
彰
等
に
つ

い
て
適
宜
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

●
行
政
改
革
関
係

　

昨
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
新
し
い
自
治
の
仕
組
み
で

あ
り
ま
す
「
自
治
会
」
は
、
各
自

治
会
役
員
の
皆
さ
ま
は
も
と
よ

り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
円
滑
な
移
行
が
図

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

　

年
度
に
お
き
ま
し
て
も
地
域
・

21住
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く

り
が
一
層
活
発
に
推
進
さ
れ
ま
す

よ
う
「
地
域
振
興
補
助
金
」
等
、

必
要
な
自
治
会
関
連
の
予
算
を
計

上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

行
政
に
お
き
ま
し
て
は
不
断
の

取
り
組
み
と
し
て
業
務
の
合
理
化

や
事
務
の
効
率
化
を
進
め
て
お
り

ま
す
が
、
職
員
の
定
数
管
理
が
進

む
中
、
能
率
的
な
組
織
体
制
を
更

に
強
化
す
る
た
め
４
月
か
ら
一
部

ス
タ
ッ
フ
制
の
導
入
を
実
施
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
仕
組
み
に
つ
い
て
周
知
に
努

め
、
事
務
の
効
率
化
に
徹
底
を
期

し
て
参
り
ま
す
。

　
　

年
度
か
ら
自
治
基
本
条
例
策

20
定
検
討
委
員
会
を
設
置
し
策
定
作

業
を
進
め
て
お
り
ま
す
「
自
治
基

本
条
例
」
は
、　

名
の
委
員
を
中

10

心
に
鋭
意
検
討
を
進
め
て
頂
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本

年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ
り
多

く
の
意
見
等
を
反
映
い
た
し
た
く

「
自
治
基
本
条
例
策
定
町
民
会
議
」

を
設
置
す
る
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
し
て
、
基
本
条
例
は
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で

の
「
町
の
憲
法
」
と
な
る
も
の
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
議
会
と
も
ご
相

談
申
し
上
げ
な
が
ら
こ
の
１
年
を

か
け
て
条
例
制
定
を
目
指
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

●
交
通
安
全

　

交
通
安
全
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
北
海
道
に
お
い
て
４
年
連

続
し
て
交
通
事
故
死
全
国
ワ
ー
ス

ト
ワ
ン
を
返
上
す
る
と
い
う
成
果

を
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
町
内
に
お
い
て
は
２
件
の
死

亡
事
故
が
発
生
す
る
と
い
う
結
果

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後

も
、
各
関
係
機
関
の
協
力
を
頂
き

な
が
ら
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を

「
起
こ
さ
な
い
・
遭
わ
な
い
」
を

合
い
言
葉
に
、
啓
発
強
化
に
努
め

安
全
対
策
を
推
進
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
凶
悪
犯
罪
の
多
発
や
不

審
者
出
没
の
増
加
な
ど
日
常
生
活

に
不
安
が
拡
が
る
な
か
、
犯
罪
防

止
の
た
め
関
係
機
関
・
団
体
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒

　
　広報わっさむ　平成21年４月号　梢12

建設関係の主な事業
●道路維持費　　138,198千円
★町道除排雪事業

★町道維持管理事業

●河川総務費　　4,268千円
★河川流域防災対策事業

　（樋門管理委託、洪水ハザードマップ作成業務
委託【新規】） 

●住宅建設費　　26,970千円
★公営住宅整備事業



の
安
全
は
も
と
よ
り
町
民
の
生
活

安
全
を
確
保
す
る
よ
う
、
地
域
と

町
民
が
一
体
的
に
展
開
で
き
る
運

動
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪

被
害
者
に
対
す
る
支
援
が
全
国
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
中
、
本
町

に
お
き
ま
し
て
も
、
犯
罪
被
害
者

の
保
護
や
支
援
に
つ
い
て
規
定
す

る
「
生
活
安
全
推
進
条
例
」
の
一

部
改
正
を
今
定
例
会
に
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

●
職
員
関
係

　

職
員
の
勤
務
時
間
に
つ
き
ま
し

て
は
、　

年
４
月
か
ら
１
日
の
勤

19

務
時
間
を
８
時
間
に
改
め
、
国
家

公
務
員
に
準
じ
た
措
置
を
講
じ
て

参
り
ま
し
た
が
、
国
に
お
い
て
は

民
間
企
業
の
勤
務
時
間
と
均
衡
を

図
る
た
め
、
関
係
法
令
を
改
め
今

年
４
月
１
日
か
ら
１
日
の
勤
務
時

間
を
７
時
間　

分
、
１
週
間
の
勤

45

務
時
間
を　

時
間　

分
に
な
り
ま

38

45

す
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お
き
ま
し

て
も
そ
の
内
容
に
準
じ
た
「
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
」
の
一
部
改
正
と
関
係
条
例

の
一
部
改
正
を
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

 

 

 
●
町
税

　

町
政
の
執
行
に
貴
重
な
財
源
で

あ
り
ま
す
町
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
個
人
町
民
税
に
お
い
て
、
現

在
確
定
申
告
の
期
間
中
で
所
得
の

取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
景
気
の
回
復
が
見
込
め
な
い

こ
と
か
ら
、
給
与
所
得
者
の
所
得

の
減
少
や
転
出
等
も
あ
り
減
収
が

見
込
ま
れ
、
ま
た
、
昨
年
の
税
法

改
正
に
よ
り
ま
す
、
寄
附
金
税
制

の
見
直
し
や
、
税
源
移
譲
に
よ
り

ま
す
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
等
が
あ
り

ま
す
の
で
、　

年
度
と
比
較
し
て

20

１
。
７
％
の
減
収
で
見
込
ん
で
お

り
ま
す
。

　

法
人
町
民
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
均
等
割
課
税
で
法
人
に
一
部

変
更
も
あ
り
、
所
得
割
と
共
に
増

収
を
見
込
み
、
固
定
資
産
税
の
償

却
資
産
に
つ
い
て
は
前
年
並
み
、

土
地
、
家
屋
に
つ
い
て
は
、
評
価

替
え
等
に
よ
り
減
と
な
り
全
体
と

し
て
２
。
５
％
の
減
、
軽
自
動
車

税
に
つ
い
て
は
微
増
、
た
ば
こ
税

に
つ
き
ま
し
て
は
、
喫
煙
者
の
減

少
傾
向
に
よ
り
、
減
収
を
見
込
ん

だ
と
こ
ろ
で
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
町
税
全
体
で

は
、
対
前
年
比
１
。
６
％
、
４
３

１
万
４
千
円
の
減
収
を
見
込
ん
だ

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の

行
政
要
望
に
応
え
て
い
く
う
え

で
、
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
り
ま

す
の
で
、
公
平
か
つ
適
正
に
納
税

者
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

 　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

一
般
被
保
険
者
に
係
る
医
療
費
の

伸
び
及
び
共
同
事
業
拠
出
金
の
増

に
よ
り
増
額
予
算
と
な
り
ま
し
た

が
、
保
健
事
業
の
特
定
健
康
診
査

に
係
る
個
人
負
担
分
に
つ
き
ま
し

て
は
、
前
年
同
様
に
無
料
と
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
被
保
険
者
の

健
康
増
進
と
疾
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
、
予
防
活
動
に
努
め
将

来
的
な
医
療
費
の
抑
制
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

　

国
保
会
計
は
、
こ
れ
ま
で
蓄
積

し
て
き
た
基
金
及
び
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
れ
に
よ
り
、
国
保
の
運

営
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
基

金
残
高
の
減
少
並
び
に
町
財
政
も

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
今
後
の
国
保
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
被
保
険
者
の
方
に

も
応
分
な
税
負
担
を
し
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
推

測
し
て
お
り
、
保
険
税
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成　

年
分
の
所
得
が

20
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●一般管理費　　29,375千円
★総合健診事業

★総合行政情報システム推進事業

★投票人名簿システム構築業務委託【新規】
★総合行政システム再構築業務委託【新規】
★総合行政情報システム備品購入事業【新規】
★現行法令インターネット接続

●財産管理費　　7,753千円
★不用老朽建物除去事業【新規】
★町民センター４階屋上改修工事【新規】
★公共施設トイレ改修工事【新規】
●企画費　　32,299千円
★新エネルギービジョン策定事業【新規】
★自治基本条例策定検討委員会

★ふるさと会報償

★交流施設管理業務

★空き住宅等調査委託

★わっさむふるさと交流委員会負担金

★移住体験事業負担金

★賃貸住宅建設補助

●交通対策事業費　　28,139千円
★町営バス運行業務委託事業

●諸費　　34,880千円
★自治会関係予算

★わっさむ110年記念事業【新規】
★生活安全推進会議

★交通安全指導員報酬

★中和小学校跡地検討委員報償

★和寒高等学校跡地活用懇話会報償【新規】
★担い手結婚祝金

★防災資材の備蓄等【新規】
★防災無線関係

★交通安全啓発事業

●選挙費　　8,169千円
★衆議院議員選挙【新規】
★町長選挙【新規】
●その他　　6,464千円
★にれっこ祝金

★住基ネットワークシステム再構築他業務委託【新規】

総務関係の主な事業



確
定
し
た
時
点
で
、
国
保
運
営
協

議
会
等
で
十
分
ご
協
議
を
頂
き
な

が
ら
税
率
等
に
つ
い
て
決
定
さ
せ

て
頂
き
、
安
定
的
な
国
保
事
業
の

運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に

つ
き
ま
し
て
は
、
制
度
改
正
に
よ

り
急
激
な
保
険
料
の
負
担
が
生
じ

な
い
よ
う
、
激
変
緩
和
措
置
と
し

て
保
険
料
均
等
割
の
九
割
軽
減
の

新
設
や
軽
減
幅
の
拡
大
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
と
も
に
減
額
予
算
と
な

っ
て
お
り
、
今
後
も
、
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
制
度
の

周
知
等
に
万
全
を
期
し
て
参
り
ま

す
。

　

老
人
保
健
特
別
会
計
に
つ
き
ま

し
て
は
、
制
度
移
行
と
な
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
医
療
費
の
精
算
に
係

る
予
算
計
上
と
な
り
減
額
予
算
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
・
安
心

な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と

が
使
命
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
水
質
の
保
全
と
水
源
の

管
理
に
十
分
配
慮
し
供
給
い
た
し

ま
す
が
、
特
に
東
丘
浄
水
場
に
つ

き
ま
し
て
は
昭
和　

年
度
に
建
設

38

し
ま
し
た
緩
速
ろ
過
池
を
始
め
老

朽
化
し
て
お
り
、
将
来
の
改
修
を

見
据
え
「
和
寒
町
簡
易
水
道
事
業

基
本
計
画
」
を
策
定
す
べ
く
、
所

要
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に

つ
き
ま
し
て
は
、
下
水
道
の
供
用

開
始
か
ら　

年
が
経
過
し
、
今

20

後
、
終
末
処
理
場
の
機
械
設
備
等

の
更
新
が
求
め
ら
れ
ま
す
こ
と
か

ら
、　

年
度
に
「
下
水
道
事
業
再

20

評
価
」
を
実
施
し
、
更
新
が
国
庫

補
助
事
業
と
し
て
採
択
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
対
応
方
針
（
案
）
を
作

成
し
ま
し
た
の
で
、　

年
度
に
お

21

き
ま
し
て
は
、
こ
の
方
針
（
案
）

に
つ
い
て
関
係
機
関
等
の
審
議
を

経
て
、
道
と
協
議
の
う
え
国
に
提

出
を
し
て
参
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
事
業

　

介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
現

在
の
被
保
険
者
は
１
千
５
０
４
名

で
、
対
前
年
比
で
は　

名
の
増
加

25

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
要

支
援
・
要
介
護
認
定
者
は
２
５
５

名
、
居
宅
介
護
・
支
援
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
は
１
５
５
名
で
、
通
所
介

護
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
者
は
増
加

傾
向
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
入
所
者
は
、
そ
の
実
績
を

踏
ま
え
、
ま
た
、
施
設
介
護
サ
ー

ビ
ス
で
は　

名
が
利
用
し
て
お
り

72

ま
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
動
向
や
推
移
な
ど
も

勘
案
し
つ
つ
、
３
年
ご
と
に
、
そ

の
内
容
を
見
直
す
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
第
４
期
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
並
び
に
介
護
保
険
事
業
計

画
に
反
映
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、　

年
度
は
、
１
号
被
保

21

険
者
の
介
護
保
険
料
の
改
定
年
と

な
っ
て
お
り
、
国
か
ら
示
さ
れ
た

制
度
の
改
正
内
容
等
を
踏
ま
え
、

介
護
保
険
料
の
基
準
月
額
に
つ
き

ま
し
て
は
、
準
備
基
金
や
特
例
基

金
な
ど
を
充
当
し
、
第
４
期
の　
21

年
度
か
ら　

年
度
の
３
年
間
は
介

23

護
保
険
料
の
急
激
な
上
昇
を
抑
制

す
る
こ
と
と
し
、
基
準
月
額
を
第

３
期
同
様
の
４
千
円
と
す
る
平
準

化
の
緩
和
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、

介
護
・
保
健
・
福
祉
対
策
検
討
委

員
会
で
審
議
を
頂
き
ま
し
た
こ
と

か
ら
、
今
定
例
会
に
介
護
保
険
条

例
の
一
部
改
正
を
提
案
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

●
芳
生
苑
・
健
楽
苑
関
係

　

次
に
、
芳
生
苑
・
健
楽
苑
の
管

理
運
営
を　

年
４
月
よ
り
和
寒
町

20

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
指
定
管

理
者
制
度
に
移
行
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
入
所
者
並
び
に
そ

の
家
族
の
方
々
に
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
安
心
し
て
療
養
し
て
頂
け

る
よ
う
、
管
理
者
と
と
も
に
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
と
向
上
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
手
狭
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
芳
生
苑
の
事
務
室
や

医
務
室
な
ど
の
増
改
築
を
行
い
、

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
と
一
体

と
な
っ
て
事
務
の
効
率
化
を
図
る

べ
く
、
そ
の
環
境
整
備
事
業
費
な

ど
を　

年
度
予
算
に
計
上
し
た
と

21

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

総
務
省
が
全
て
の
公
立
病
院
に

求
め
て
い
る
公
立
病
院
改
革
プ
ラ

ン
は
「
経
営
に
か
か
る
目
標
を
設

定
し
、
収
益
の
改
善
を
図
り
な
が

ら
黒
字
化
を
目
指
す
」
と
、
い
う

も
の
で
あ
り
、
不
良
債
務
を
抱
え

る
自
治
体
病
院
で
は
「
病
院
特
例

債
」
を
受
け
る
た
め
、
昨
秋
プ
ラ

ン
の
提
出
を
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
が
、
町
立
病
院
に
お
い
て
は
、

す
で
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
療
養

病
床
の
廃
止
、
ベ
ッ
ド
数
の
削
減
、

院
外
処
方
へ
の
移
行
、
事
務
見
直

し
効
率
化
な
ど
重
要
な
改
革
を
実

施
し
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え　

年
度

21

か
ら
３
年
間
に
つ
い
て
、
患
者
数

や
病
床
利
用
率
、
診
療
収
入
な
ど

の
目
標
設
定
を
お
こ
な
い
、
同
時

に
経
費
の
節
減
を
進
め
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
収
益
的
収
支
に
お
け

る
バ
ラ
ン
ス
を
講
じ
る
た
め
、
必

要
な
収
入
に
不
足
す
る
額
に
つ
い

て
は
、
一
般
会
計
か
ら
繰
入
を
お

こ
な
い
黒
字
化
を
図
る
方
針
で
プ

ラ
ン
を
作
成
し
て
お
り
、
今
後
、

病
院
運
営
協
議
会
に
お
い
て
も
検

討
を
頂
き
提
出
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　

年
度
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

20
は
、
収
入
の
増
加
と
支
出
の
抑
制

に
よ
り
ま
し
て
、
大
幅
に
予
定
損

失
額
を
圧
縮
で
き
る
見
込
み
と
な

っ
て
お
り
、
ひ
き
つ
づ
き
、
一
層

の
経
営
改
善
と
職
員
の
資
質
向
上

に
努
め
、
患
者
の
皆
さ
ま
が
利
用

し
や
す
く
安
心
し
て
受
診
で
き
る

施
設
整
備
に
向
け
、
技
術
的
な
検

討
を
含
め
た
設
計
業
務
費
を
予
算

計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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教
育
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

後
ほ
ど
教
育
長
が
執
行
方
針
で
述

べ
ま
す
が
、
和
寒
高
等
学
校
が　
22

年
３
月
を
持
っ
て
閉
校
と
な
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
跡
地
活
用
に
つ
き

ま
し
て
は
、
道
と
し
て
も
具
体
的

な
方
策
は
無
い
よ
う
で
あ
り
、
本

町
と
し
て
何
ら
か
の
活
用
策
の
有

無
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
跡

地
活
用
懇
話
会
を
設
置
し
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
た

く
、
関
係
予
算
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
和
寒
高
等
学
校
閉
校
記

念
事
業
協
賛
会
で
は
閉
校
記
念
式

典
を
計
画
し
て
お
り
、
事
業
費
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

和
寒
小
学
校
改
築
計
画
に
つ
き

ま
し
て
は
、
和
寒
小
学
校
改
築
調

査
特
別
委
員
会
で
多
岐
に
わ
た
る

議
論
を
い
た
だ
き
、
事
業
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
が
、
去
る
２
月　
15

日
に
引
越
し
を
終
え
、
児
童
の
皆

さ
ん
は　

日
か
ら
真
新
し
い
校
舎

17

で
元
気
よ
く
学
校
生
活
を
お
く
っ

て
お
り
、
体
育
館
に
つ
き
ま
し
て

は
、　

年
度
国
の
補
正
事
業
の
採

20

択
を
受
け
、
繰
越
明
許
費
と
し
て

補
正
予
算
の
議
決
を
頂
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
早
期
着
工
を
い
た
し

た
く
、
本
定
例
会
に
お
き
ま
し
て

工
事
契
約
締
結
の
議
決
を
頂
き
た

く
、
入
札
執
行
後
提
案
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

三
和
小
学
校
跡
地
利
用
で
は
、

本
町
が
認
可
し
ま
し
た
札
幌
自
由

が
丘
学
園
三
和
高
等
学
校
が
、
４

月　

日
開
校
式
を
迎
え
る
こ
と
に

25
な
り
ま
し
た
の
で
、
地
域
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
温
か
く
見
守
り
、
支

援
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行
し
ま

し
た
体
育
施
設
の
維
持
管
理
に
つ

き
ま
し
て
は
、
１
年
を
経
過
す
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
今
日
ま
で

大
き
な
問
題
も
な
く
、
順
調
に
管

理
運
営
さ
れ
て
お
り
、
今
後
に
お

き
ま
し
て
も
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
お
互
い
に
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
運
営
に
意
を
注
い
で
参
り
ま

す
の
で
、
御
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

以
上
、
平
成　

年
度
の
町
政
執

21

行
に
臨
む
所
信
の
一
端
を
述
べ
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
町
長
就
任
以
来
、
こ
れ

ま
で
の
千
思
万
考
の
お
り
、
議
員

各
位
を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を
頂
き
、
町
政

運
営
の
確
か
な
舵
取
り
に
努
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
間
の
温
か
い
励
ま
し
と
ご
協
力

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

私
の
４
年
と
い
う
限
ら
れ
た
任

期
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
負

託
に
応
え
る
べ
く
、
農
産
物
の
付

加
価
値
向
上
や
教
育
環
境
の
整

備
、
民
間
活
力
発
揮
の
推
進
等
、

私
の
公
約
と
す
る
と
こ
ろ
の
総
合

計
画
と
行
政
改
革
大
綱
を
尊
重
し

つ
つ
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
元
気
に

活
き
活
き
と
し
た
暮
ら
し
が
営
ま

れ
る
よ
う
必
要
な
施
策
に
配
慮
し

て
参
り
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
仕
上
げ
の
年
と
な
り

ま
す
本
年
は
、　

年
度
を
も
っ
て

20

時
限
を
迎
え
た
「
楡
の
里
人
づ
く

り
基
金
事
業
」
に
代
わ
る
新
た
な

人
づ
く
り
や
定
住
促
進
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地

域
が
自
ら
の
創
意
に
基
づ
い
た
地

域
内
発
型
の
産
業
を
興
す
こ
と

で
、
新
た
な
雇
用
の
確
保
を
図
り
、

経
済
の
自
立
を
め
ざ
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
山
積
す
る
課

題
に
勇
気
を
持
っ
て
果
敢
に
取
り

組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
、
元
気
な
「
郷
土
和
寒
」
の
実

現
の
た
め
最
大
限
の
努
力
を
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
、
議
会
並
び
に
行
政
執

行
機
関
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
、
町
政
執
行
方
針
と
い
た
し

ま
す
。

　
梢　広報わっさむ　平成21年４月号　15

●国民健康保険特別会計　　698,500千円
●簡易水道事業特別会計　　 63,248千円
●公共下水道事業特別会計　133,974千円
●後期高齢者医療特別会計　 51,700千円
●老人保健特別会計　　　　　7,310千円
●介護保険特別会計　　　　702,773千円
★介護保険事業

　第１号被保険者保険料

　介護サービス等諸費

　介護予防事業費

　包括的支援事業費

★サービス事業

　一般管理費

　（派遣職員給与手当等、芳生苑事務室増築工事及び
設計委託・施設備品購入【新規】）
　サービス事業費 

●町立病院事業会計　　501,669千円
★医業費用

★医業外費用

★建設改良費【新規】
　（医療機器購入、病院改修設計委託費）



　

平
成　

年
第
１
回
和
寒
町
議
会

21

定
例
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
和
寒

町
教
育
委
員
会
所
管
の
教
育
行
政

執
行
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
日
、
わ
が
国
は
、
国
際
化
や

高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
に
加

え
、
技
術
革
新
は
飛
躍
的
に
進
化

を
遂
げ
て
参
り
ま
し
た
が
、
一
方

で
、
教
育
は　

年
余
り
経
て
社
会

60

情
勢
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
に

よ
り
、
新
た
な
時
代
の
要
請
に
応

え
て
教
育
基
本
法
を
は
じ
め
、
関

係
法
の
改
正
や
学
習
指
導
要
領
が

改
訂
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
の
使
命

は
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
も
普
遍
的

な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
、
激
化
が
予
想
さ
れ
る

国
際
社
会
に
あ
っ
て
「
創
造
性
豊

か
に
、
未
来
を
切
り
拓
き
、
逞
し

く
、
生
き
る
力
」
を
育
み
「
知
・

徳
・
体
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

子
ど
も
た
ち
の
育
成
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
日
の
社
会
は
、
環
境

問
題
や
地
域
間
の
格
差
が
顕
著
と

な
る
な
か
、
更
に
は
少
子
高
齢
化

社
会
や
核
家
族
化
が
進
行
す
る
な

ど
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

郷
土
和
寒
に
暮
ら
す
住
民
一
人
ひ

と
り
が
「
健
や
か
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
人
間
性
豊
か
な
生
活
」
を

営
み
「
心
の
充
実
」
を
実
感
で
き

る
、
創
造
的
で
活
力
あ
る
生
涯
学

習
社
会
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
、
「
活
力
に
満
ち
た
、
心

の
充
実
を
実
感
し
、
健
や
か
に
生

き
る
」
こ
と
を
目
標
に
、
多
様
化

す
る
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
積
極
的
に
学
校
教
育
・
社
会

教
育
・
社
会
体
育
の
振
興
を
図

り
、
多
様
な
学
習
機
会
の
形
成
に

努
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

 
●
学
校
教
育
の
推
進

　

学
校
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
変
化
の
激
し
い
社
会
で
自

立
的
に
生
き
て
い
く
力
を
育
む
こ

と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
考
え
、

自
ら
学
ぶ
主
体
的
態
度
や
能
力
の

育
成
を
図
る
と
と
も
に
生
命
の
大

切
さ
・
思
い
や
り
・
感
謝
の
心
な

ど
豊
か
さ
を
培
う
教
育
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
「
確
か
な
学

力
」
や
「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
で

た
く
ま
し
い
心
身
」
の
調
和
の
と

れ
た
教
育
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

●
教
育
課
程
編
成
と
実
施

　

最
初
に
教
育
課
程
の
編
成
で

は
、
確
か
な
学
力
の
育
成
で
あ
り

ま
す
が
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
・
技
能
の
定
着
や
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
を
重
視
し
た
学
習

を
推
進
す
る
な
か
で
、
学
ぶ
こ
と

の
楽
し
さ
を
体
験
さ
せ
学
習
意
欲

の
向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
自
然
や
文
化
を
生
か

し
た
多
様
な
体
験
的
教
育
を
取
り

入
れ
た
特
色
あ
る
教
育
課
程
の
編

成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

な
か
で
も
学
力
の
向
上
に
は
、

全
国
学
力
状
況
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
「
学
校
改
善
支
援
プ
ラ
ン
」

の
活
用
や
読
書
活
動
の
推
進
・
家

庭
学
習
の
習
慣
化
な
ど
を
重
点
に

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

豊
か
な
心
の
育
成
で
は
、
豊
か

な
情
操
や
規
範
意
識
、
公
共
の
精

神
な
ど
を
育
む
観
点
か
ら
、
新
学

習
指
導
要
領
で
は
道
徳
教
育
の
充

実
を
重
要
視
し
た
改
訂
内
容
と
な

っ
て
い
る
の
に
加
え
、
「
こ
こ
ろ

の
ノ
ー
ト
」
の
活
用
な
ど
、
子
ど

も
の
発
達
の
視
点
を
踏
ま
え
て
家

庭
・
学
校
・
地
域
が
連
携
し
て
充

実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

健
全
な
子
ど
も
の
育
成
で
は
、

体
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
習
慣
や
意
欲
、
能
力
を

育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

す
の
で
、
学
校
体
育
や
運
動
部
活

動
を
通
し
て
充
実
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
で
は
、

い
じ
め
の
な
い
安
心
し
て
学
べ
る

学
習
環
境
づ
く
り
に
加
え
、
学
校

は
家
庭
や
地
域
に
対
し
学
校
評
価

の
公
開
で
適
切
に
説
明
責
任
を
果

た
し
、
信
頼
関
係
の
構
築
に
努

め
、
学
校
力
を
高
め
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　

学
校
力
は
、
直
接
の
担
い
手
と

な
る
教
職
員
各
自
の
意
識
改
革
や

資
質
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
教
職
員
評
価
制
度
に
よ
る
取

り
組
み
や
和
寒
町
教
育
研
究
会
・

小
中
学
校
で
の
公
開
研
究
会
な
ど

充
実
に
努
め
、
支
援
と
助
言
を
行

っ
て
参
り
ま
す
。 
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安
全
教
育
の
育
成
で
は
、
児
童

生
徒
の
危
機
管
理
か
ら
不
審
者
や

交
通
事
故
・
災
害
等
に
対
す
る
安

全
教
育
や
情
報
教
育
の
充
実
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
、
特
別
支
援
教
育
の
推
進
で

あ
り
ま
す
が
、
発
達
障
が
い
を
含
む

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
し

教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
実

践
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、

教
師
は
も
と
よ
り
保
護
者
や
関
係

者
が
特
別
支
援
教
育
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
の

で
、
研
修
会
の
開
催
や
特
別
支
援
教

育
連
携
協
議
会
・
就
学
指
導
委
員

会
と
連
携
を
図
り
一
層
の
充
実
に

努
め
て
参
り
ま
す
。
今
年
度
も
特

別
支
援
学
級
を
小
学
校
に
４
学
級
、

中
学
校
に
２
学
級
を
編
成
し
、
充
実

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き

続
き
小
学
校
に
学
校
支
援
員
を
配

置
し
て
参
り
ま
す
。

　

外
国
語
指
導
助
手
派
遣
事
業
で

は
、
新
学
習
指
導
要
領
で
小
学
校

高
学
年
に
外
国
語
を
通
じ
て
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
素
地
の

育
成
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
直
接
英
語
に

触
れ
親
し
み
、
自
然
の
中
か
ら
楽

し
く
習
得
で
き
る
授
業
の
展
開
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
、
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し

て
は
、
士
別
市
給
食
セ
ン
タ
ー
と

十
分
連
携
を
図
り
、
食
材
や
衛
生

管
理
に
留
意
し
、
安
心
・
安
全
な

給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
併
せ

て
、
食
育
に
つ
い
て
は
、
正
し
い

理
解
と
望
ま
し
い
生
活
習
慣
や
食

習
慣
を
身
に
付
け
、
学
校
生
活
を

豊
か
に
明
る
く
送
く
る
た
め
に
、

食
育
教
育
の
充
実
と
保
護
者
へ
の

理
解
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

　

小
中
学
校
が
連
携
し
た
一
貫
教

育
の
推
進
で
は
「
和
寒
町
小
中
学

校
連
携
ス
ク
ラ
ム
協
議
会
」
及
び

「
和
寒
町
教
育
研
究
会
」
が
、
９

年
間
の
見
通
し
に
た
っ
て
学
習
の

円
滑
な
接
続
を
図
る
観
点
か
ら
授

業
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
実
践
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。

　

次
に
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
師
が
子

ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
を
増

や
す
た
め
、
学
校
の
様
々
な
活
動

を
地
域
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ

て
支
援
す
る
こ
と
の
目
的
か
ら
、

昨
年
、
和
寒
町
学
校
支
援
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
現
在
は　

名
20

の
方
が
登
録
さ
れ
本
事
業
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
が
、
学
校
と
地
域

住
民
と
の
相
互
の
理
解
が
大
切
で

あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
多

く
の
地
域
の
皆
さ
ま
に
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
学
校
と
連
携
を
図

り
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の

一
層
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

●
教
育
条
件
の
整
備

　

次
に
、
教
育
条
件
の
整
備
充
実

に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
施
設
や

教
員
住
宅
の
修
繕
等
、
要
望
内
容

を
検
討
し
所
用
経
費
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。
安
心
・
安
全
な
教
育

施
設
整
備
で
は
、
昨
年
か
ら
着
手

し
て
お
り
ま
し
た
和
寒
小
学
校
校

舎
の
改
築
が
こ
の
程
完
成
し
、
２

月　

日
か
ら　

日
に
教
職
員
や
保

13

15

護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
ま

し
て
無
事
引
越
し
が
出
来
、
ご
協

力
を
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
心
か

ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新

築
校
舎
見
学
会
を
開
催
し
、
多
く

の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
体

育
館
の
建
設
に
あ
た
り
ま
し
て

も
、
議
会
の
「
和
寒
小
学
校
改
築

調
査
特
別
委
員
会
」
の
ご
意
見
を

も
と
に
遅
滞
無
く
進
め
て
参
り
ま

す
。
完
成
は　

月
末
の
予
定
と
な

10

っ
て
お
り
、
事
故
等
が
起
き
な
い

よ
う
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
完
成

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
備
品
類
に
掛
か
る

経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
５

年
に
一
度
見
直
し
を
行
っ
て
お
り

ま
す
、
小
学
校
社
会
科
副
読
本
は

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
合
わ

せ
、　

年
度
か
ら
使
用
で
き
ま
す

22

よ
う
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

●
旧
三
和
小
学
校
舎
の
活
用

　

次
に
、
旧
三
和
小
学
校
舎
の
活

用
で
は
、
和
寒
町
が
昨
年
７
月
に

認
可
し
ま
し
た
株
式
会
社
札
幌
自

由
が
丘
学
園
三
和
高
等
学
校
が
４

月　

日
に
開
校
を
予
定
し
て
お
り

25
ま
す
。
な
お
、
生
徒
の
出
願
状
況

は
２
月
６
日
の
第
１
次
締
め
切
り

段
階
で　

名
と
伺
っ
て
お
り
、
引

15

き
続
き
願
書
は
受
け
付
け
て
い
く

よ
う
で
す
が
、
札
幌
自
由
が
丘
学

園
三
和
高
等
学
校
が
計
画
通
り
順

調
に
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
す
よ
う
期

待
を
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
、
益
々
の
発
展
を
願
い
、

協
力
を
し
て
参
り
ま
す
。
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●
和
寒
高
等
学
校

　

次
に
、
和
寒
高
等
学
校
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成　

年
３
月
末
を

22

以
っ
て
閉
校
と
な
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
そ
の
後
の
活
用
に
つ
い
て
道

教
育
委
員
会
か
ら
活
用
策
が
示
さ

れ
な
い
で
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
閉

校
ま
で
１
年
と
な
り
ま
し
た
の
で

和
寒
町
と
し
て
の
活
用
方
策
に
つ

い
て
和
寒
高
等
学
校
跡
地
活
用
懇

話
会
を
設
置
し
、
意
見
を
拝
聴
し

て
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討

し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
和
寒
高

等
学
校
閉
校
記
念
事
業
協
賛
会
が

閉
校
記
念
式
典
を
計
画
し
て
お

り
、
そ
の
経
費
の
一
部
に
つ
い
て

支
援
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
計

上
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

 
●
社
会
教
育
の
推
進

　

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
第
６
次
和
寒
町
社
会
教
育

中
期
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
生
涯

学
習
の
観
点
か
ら
、
生
き
が
い
と

豊
か
な
心
、
学
び
あ
い
、
ふ
れ
あ

い
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
教
育

・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し

て
、
町
民
が
世
代
を
問
わ
ず
参
加

で
き
る
多
様
な
学
習
活
動
の
一
層

の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
の
確
保

に
つ
き
ま
し
て
、
従
来
「
こ
ど
も

の
安
全
見
守
り
隊
」
と
し
て
多
く

の
町
民
、
事
業
所
の
皆
さ
ま
に
ご

協
力
を
頂
い
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
昨
年
、
安
全
を
脅
か

す
不
審
者
の
情
報
や
脅
迫
め
い
た

電
話
事
件
が
発
生
し
、
学
校
は
じ

め
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
警
察
、
地
域
住
民
皆

さ
ま
の
協
力
に
よ
り
町
内
パ
ト
ロ

ー
ル
活
動
を
実
施
し
、
未
然
に
防

止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
安
全
確
保
に
は
日
頃
か
ら

継
続
し
た
啓
発
活
動
な
ど
抑
止
力

を
高
め
る
た
め
の
活
動
が
、
よ
り

一
層
必
要
と
考
え
、
組
織
の
強
化

や
活
動
の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も

の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
子
ど
も
安
全
推
進
事
業

を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

●
公
民
館

　

公
民
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生

涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
人
づ
く
り

・
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の

機
能
も
持
っ
て
お
り
、
自
治
会
や

各
種
団
体
、
家
庭
等
あ
ら
ゆ
る
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
町
民
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
各
種
講
座
や
芸
術

文
化
の
開
催
等
学
習
環
境
の
充
実

に
意
を
用
い
て
参
り
ま
す
。

●
図
書
館

　

図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生

涯
学
習
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割

は
大
き
く
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
学

習
意
欲
を
支
援
す
べ
く
、
図
書
資

料
の
計
画
的
な
整
備
に
今
年
度
も

４
５
０
万
円
を
計
上
し
、
新
し
い

情
報
の
収
集
と
提
供
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
併
せ
て
、
町
の
広
報
誌

を
活
用
し
な
が
ら
新
刊
図
書
の
紹

介
や
自
主
企
画
事
業
の
案
内
、
学

習
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
、
町

民
の
皆
さ
ま
が
「
わ
っ
さ
む
の
図

書
館
」
と
誇
れ
る
、
そ
し
て
一
層

親
し
み
を
持
て
る
図
書
館
づ
く
り

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

●
芸
術
・
文
化
活
動

　

芸
術
・
文
化
に
親
し
む
機
会
を

芸
術
文
化
公
演
実
行
委
員
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
恵
み
の
野
ホ
ー
ル

自
主
企
画
事
業
と
し
て
各
種
講
演

会
を
開
催
し
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
児
童
生
徒
を
対
象
に
し
た
北

海
道
巡
回
小
劇
場
の
開
催
な
ど
芸

術
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
拡
充
に

努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
根
ざ

し
た
文
化
・
芸
術
活
動
を
推
進
す

る
た
め
文
化
団
体
・
各
サ
ー
ク
ル

活
動
に
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

●
三
笠
山
大
学

　

三
笠
山
大
学
は
、
現
在　

歳
以

60

上
を
対
象
に　

名
の
方
が
、
高
齢

68

者
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
意
欲

的
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
本
年
度
も
学
習
課
題
を
も

ち
、
健
康
で
生
き
が
い
あ
る
社
会

参
加
の
支
援
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

●
北
原
交
流
展
示
館

　

北
原
交
流
展
示
館
は
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
支
え

ら
れ
て
運
営
し
て
お
り
ま
し
て
、

今
後
も
関
係
機
関
や
各
種
団
体
等

の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
伺
い
し

な
が
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
凝
ら
し
、

和
寒
町
の
芸
術
作
品
展
示
館
と
し

て
、
町
内
外
に
発
信
し
多
く
の
方

が
来
館
し
て
い
た
だ
け
る
展
示
館

づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
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●
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
心
豊
か
に
日
常

生
活
を
営
む
中
で
、
誰
も
が
生
涯

に
わ
た
り
、
気
軽
に
親
し
み
、
明

る
く
文
化
的
な
生
活
と
体
力
の
維

持
増
進
や
人
と
人
の
交
流
を
図
る

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
短
期
・
長
期

の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
地
域
体
育
館

を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
な

ど
積
極
的
に
振
興
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
、
和
寒
町
は
１
１

０
年
を
迎
え
ま
す
こ
と
か
ら
、
町

民
大
運
動
会
に
冠
を
つ
け
ま
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
楽

し
い
記
念
の
大
運
動
会
に
な
り
ま

す
よ
う
工
夫
し
て
参
り
ま
す
。

●
各
種
体
育
施
設

　

各
種
体
育
施
設
は
、
昨
年
の
４

月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行

し
、
１
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た

が
、
大
き
な
事
故
も
な
く
利
用
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
力
さ
れ

て
お
り
ま
し
て
、
指
定
管
理
者
役

職
員
の
皆
さ
ま
の
ご
努
力
に
対
し

感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
引
き
続
き
各
種
施
設
の
管

理
運
営
に
留
意
し
、
利
用
者
あ
っ

て
の
施
設
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に

指
定
管
理
者
と
と
も
に
意
を
用
い

て
参
り
ま
す
。
尚
、
体
育
協
会
は

４
月
１
日
付
け
で
正
式
に
財
団
法

人
と
な
る
手
続
き
を
進
め
て
い
る

こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

以
上
で
、
平
成　

年
度
教
育
行

21

政
執
行
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
厳
し
い
行
財
政
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
町
の
教
育

振
興
に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ
ま
の

期
待
に
応
え
る
た
め
、
関
係
機
関

や
諸
団
体
と
も
連
携
を
保
ち
な
が

ら
教
育
行
政
に
最
善
の
努
力
を
い

た
し
ま
す
の
で
、
町
議
会
議
員
の

皆
さ
ま
並
び
に
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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教育関係の主な事業
●教育総務費　　7,759千円
★教育特区学校審議会委員報酬

★外国語指導助手招致事業

★和寒高等学校教育振興協議会補助

　（遠距離通学費助成、教育活動振興費助成）

★高校生徒通学費等補助

★教育課程編成手引き作成【新規】
★和寒高等学校閉校記念事業補助【新規】

●小学校費・中学校費　　22,772千円
★小学校１年生入学祝い品贈呈

　（新入学児童鍵盤ハーモニカ贈呈）

★和寒小学校特別支援員配置

★学校管理委託事業

　（清掃業務、電気保安業務、除雪業務他）

★教材備品整備（パソコン借上、教材備品）

★学校管理備品整備

★和寒小学校改築事業【新規】
　（屋内体育館用備品購入）

★教育研究関係補助

　（和寒町教育研究会補助、校内研究補助、

　 総合的学習補助他）

★心の教室相談員配置事業

★中体連生徒派遣補助

★副読本発行事業【新規】

●学校給食費　　23,962千円
★給食センター運営他負担金

●社会教育総務費・
　公民館費・図書館費　　17,014千円
★生涯学習推進事業

　（公民館講座、青少年育成、女性他研修、高齢者　

研修、その他学習支援）

★文化活動推進事業

　（恵み野ホール活用事業、片栗庵活用、文化活動　

等支援、北原交流展示館運営）

★図書館運営事業

　（図書・視聴覚資料整備、読書普及促進）

★子ども安全推進事業【新規】

●保健体育費　　59,945千円
★スポーツ振興推進事業

　（体育指導委員活動費、スポーツ教室開催、指導　
者育成事業【新規】、各種社会体育事業負担金、　
　各種競技出場補助、体育協会補助、スキー協会設
　立40周年記念事業記念誌発行補助【新規】）
★Ｂ＆Ｇスポーツ大会北海道大会【新規】
★Ｂ＆Ｇ少年の船派遣事業

　（海洋体験クルーズ、海洋体験セミナー）

★スポーツ指導者養成事業

　（指導員新規資格取得・継続等補助）

★スポーツ施設管理運営事業

　（体育施設等指定管理委託）
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今
ま
で
の
水
準
を
維
持

　
平
成
　
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
は
、
皆
さ
ん
が
住
む
和
寒
町
が
保
険
者
と
な
っ
て
運
営

12

さ
れ
、　

歳
以
上
の
方
が
被
保
険
者
（
加
入
者
）
と
な
っ
て
保
険
料
を
負
担
し
、
介
護
が
必
要
と
認
定
さ
れ
た

40

と
き
は
、
費
用
の
一
部
（
１
割
）
を
支
払
っ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
こ
の
間
に
本
町
の
高
齢
化
は
進
み
、
今
年
２
月
時
点
で
、
町
の
総
人
口
に
占
め
る

　
歳
以
上
の
方
の
割
合
は
　
・
８
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
３
年
ご
と
に
見
直
す
「
高

65

37

齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
改
定
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
　
歳
以
上
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
、

65
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

今
後
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
サ
ー
ビ
ス
見
込
み
量
な
ど
を
推
計

し
、
平
成
　
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
が
決
定
し

21

23

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平平
成成

年年
度度
かか
らら
平平
成成

年年
度度
のの

2211

2233
介介
護護
保保
険険
料料
がが
決決
定定
しし
まま
しし
たた

平
成

年
度
か
ら
平
成

年
度

平
成
　
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
のの

2121

2323
介
護
保
険
料
が
決
定
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
介
護
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
たた

保険給付費の財源

○将来介護が必要になったとき
　暮らしたい場所は

○高齢者の家族構成

○希望する介護保険料とサービス水準の関係（単位：人）

○介護必要となったとき、利用したい介護サービス（複数回答可）（単位：人） 計画改定に向けた
アンケート調査

◆対象者　1,374人
◆回答者　　933人
（回答率67.9％）
◆回答者の属性
　性別　男　性　　41.8％
　　　　女　性　　57.1％
　　　　無回答　　　1.1％
　年齢　65～74歳　48.3％
　　　　75～84歳　39.9％
　　　　85歳以上　10.2％
　　　　無 回 答　　1.6％
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  40歳以上65歳未満の方（第2号被保険者）の介護保険料【財源内訳30％】 
　加入している医療保険の算定方法により決まり、医療保険料とあわせて納めていただきます。国民健康
保険に加入している方は、下記のとおりの額が算定されますが､職場の医療保険に加入している方は医療
保険ごとに設定される介護保険料率に応じ算定されます。

※最終的には６月中旬に率などが決定します。

  65歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料【財源内訳20％】 

　第１号被保険者（65歳以上の方）の保険料は次のとおり算定されますが、保険料は３年毎に見直されま
す。昨年実施しましたアンケートの調査結果や介護・保健・福祉対策検討委員会からいただいたご意見か
ら、平成21年度から平成23年度間の３年間でどのくらいサービス費用が必要か推計し、これを基に65歳以
上の方に負担していただく保険料の額が決まります。
　高齢者の増加に伴い介護サービスにかかる費用も年々増える傾向にありますが、介護保険事業基金や緊
急特別対策の交付金（国費）により保険料の上昇を抑制し、今まで同様の水準に据え置きます。

●平成21年度から平成23年度の所得段階区分ごとの保険料

保険料（年額）保険料の調整率対象となる方所得段階

24,000円基準額×0.5
生活保護受給者・老齢福祉年金受給

者で世帯全員が町民税非課税
第１段階

24,000円基準額×0.5

世帯全員が町民税非課税の方で、本

人の合計所得金額と課税年金収入が

80万円以下の方

第２段階

36,000円基準額×0.75
世帯全員が町民税非課税の方で、第

２段階に該当しない方
第３段階

48,000円基準額
世帯の誰かに町民税が課税されてい

るが、本人は町民税非課税
第４段階

60,000円基準額×1.25
本人が町民税課税で前年の合計所得

金額が200万円未満
第５段階

72,000円基準額×1.5
本人が町民税課税で前年の合計所得

金額が200万円以上
第６段階

注１）第４段階・第５段階に該当する方で、税制改正による激変緩和措置を受けていた方は、措置終了に
伴い、介護保険料が上昇する場合があります。

注２）介護に従事する人の処遇を改善するために介護報酬がプラス３％改定されました。この改定による
プラス分が介護保険料に反映されますが､介護保険料が急激に上昇しないよう､国の緊急特別対策によ
る軽減措置が講じられました。※上記保険料は軽減後の額です。



　
　広報わっさむ　平成21年４月号　梢22

◆
鉄
工
に
生
き
る

　
合
田
鉄
工
は
大
正
８
年
に
創
業

以
来
、　

年
を
誇
る
歴
史
と
伝
統

90

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
多
く
の
町
民

に
親
し
ま
れ
て
き
た
。　
合
田
さ

ん
は
、
幼
き
頃
か
ら
鉄
工
場
で
の

生
活
を
経
験
し
、
昭
和
　
年
春
に

26

和
寒
中
学
校
を
卒
業
後
す
ぐ
に
、

父
が
経
営
し
て
い
た
合
田
鉄
工
場

（
現
在
の
農
協
駐
車
場
付
近
）

に
、
後
継
ぎ
と
し
て
勤
め
る
こ
と

と
な
る
。

　
当
時
は
農
機
具
の
ブ
ラ
ウ
や
バ

チ
バ
チ
（
丸
太
運
搬
用
の
そ
り
）

な
ど
を
製
作
。
な
か
で
も
、
兄

（
幸
夫
さ
ん
）
が
考
案
し
た
ワ
イ

ヤ
ー
ガ
ッ
チ
ャ
は
、
丸
太
を
運
搬

す
る
際
に
締
め
付
け
る
道
具
で
、

道
外
か
ら
も
注
文
が
あ
り
、
生
産

が
間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
の
人
気
ぶ

り
だ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
当
時

の
林
業
の
盛
況
ぶ
り
は
も
の
す
ご

く
、
兄
が
経
営
し
て
い
た
北
産
木

材
を
は
じ
め
、
安
井
木
材
や
和
寒

林
業
な
ど
、
林
業
は
和
寒
町
の
産

業
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
た
。
当
時
の
町
の
様
子

も
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
そ
う
い
っ
た
木
材
工
場
で
使
用

す
る
機
械
や
設
備
の
修
理
を
行
う

こ
と
が
多
く
、
工
場
が
停
止
す
る

土
日
や
、
夕
方
に
工
場
を
訪
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
正

月
や
お
盆
、
子
ど
も
の
運
動
会
す

ら
い
け
な
か
っ
た
と
当
時
の
様
子

を
振
り
返
る
。

◆
修
理
と
製
造
販
売
へ

　
そ
の
後
、
農
業
基
盤
整
備
が
盛

ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
基
盤
整
備
で
活
躍
し
た
の

が
、
柵
渠
と
い
わ
れ
る
排
水
路
で

あ
る
。
こ
の
工
法
が
活
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
合
田
鉄
工

で
の
仕
事
は
よ
り
忙
し
さ
を
増
し

た
。
鉄
骨
を
大
量
に
加
工
す
る
た

め
に
は
、
切
断
す
る
た
め
の
機
械

も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
設
備

の
更
新
も
行
っ
た
。
ま
た
、
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
の
エ
ア
抜
き
用
の
パ
イ

プ
の
製
作
な
ど
、
和
寒
町
の
発
展

と
と
も
に
、
鉄
工
の
仕
事
も
た
え

ず
変
化
し
な
が
ら
、
時
代
に
即
し

た
製
品
の
製
造
販
売
を
行
う
よ
う

に
な
る
。
し
か
し
、
合
田
さ
ん
は

「
い
い
時
ば
か
り
だ
け
で
は
な
い
。

仕
事
の
な
い
と
き
は
大
変
な
苦
労

も
し
た
。
皆
さ
ん
の
助
け
が
、
あ

り
が
た
か
っ
た
」
と
、
当
時
の
苦
労

話
を
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
大
事
に
し
て
き
た
も
の

　
そ
ん
な
合
田
さ
ん
が
大
事
に
し

て
き
た
の
は
従
業
員
。
「
従
業
員

は
家
族
同
様
。
つ
ら
い
と
き
も
共

に
過
ご
し
て
き
た
。
」
と
い
う
。

現
在
で
は
、
息
子
の
菊
夫
さ
ん
に

経
営
を
譲
り
、
経
営
の
全
て
を
息

子
さ
ん
夫
婦
に
任
せ
て
い
る
。
そ

ん
な
今
で
も
工
場
に
毎
朝
一
番
に

出
社
し
、
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
、
仕

事
が
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と

が
毎
日
の
日
課
に
な
っ
て
い
る
。

合
田
さ
ん
は
「
時
代
も
変
わ
り
そ

の
時
代
に
対
応
す
る
に
は
相
当
な

苦
労
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
力
を

あ
わ
せ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
そ
の
表
情

に
は
、
や
さ
し
さ
と
会
社
を
思
う

情
熱
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

合田　正幸さん[㈱合田鉄工] 73歳

　和寒町字三笠 ℡0165-32-2065

出身：和寒町字西町生まれ

経歴：1948年　和寒小学校卒業　　　1951年　和寒中学校卒業

　　　1951年　合田鉄工場（西町）　1972年　㈲合田鉄工所（南町）

　　　1993年　㈱合田鉄工（三笠）

趣味：ＳＰゴルフ、スポーツ吹き矢

㈱
合
田
鉄
工
　
会
長

　
合
　
田
　
正
　
幸
（
ご
う
だ
ま
さ
ゆ
き
）さ
　

　
ん
 

　
　
　
～
創
業
　
年
の
歴
史
と
伝
統
を
守
り
、
鉄
工
に
生
き
る
～

90

第8回

～
今
を
生
き
る
　
人
こ
そ
が
宝
～
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～３月31日付退職　お世話になりました（敬称略）～

丹羽　　茂（士別地方消防事務組合和寒支署長） 岩城　　修（教育委員会次長補佐）

佐武　絵理（保健福祉課保健係） 大石　保民（教育委員会業務員）

沢井　広子（芳生苑調理員） 岩井　敏明（農業活性化センター所長）

～４月１日付採用　よろしくお願いします（敬称略）～

　　　　　　　　　　町職員人事異動　　　　　　　　　　

お世話になりましたよろしくお願いします

転　出　校氏　名職　名前　任　校氏　名職　名

旭川市立永山南小学校山田　義彦教　諭士別市立多寄小学校前川恵利也教　諭

和
寒
小

比布町立中央小学校福嶋　顕勝教　諭士別市立下士別小学校斉藤　英俊教　諭

（期限付）阿部　尚人教　諭旭川市立旭川第二中学校池田奈津子教　諭

名寄市立名寄中学校宮武　一典校　長富良野市立樹海中学校鈴木　信人校　長和
寒
中 旭川市立永山南中学校沼澤　和範教　諭愛別町立愛別中学校大塚　健之教　諭

（定年退職）猪狩　真一教　諭（再任用）猪狩　真一教　諭

和
寒
高

恵庭南高等学校山石　裕司教　諭

（期限付）木村　由希教　諭

 菅 　 井 　 佑 　 介 【士別地方消防事務組合和寒支署】
すが い ゆう すけ

　４月から和寒町の消防士として勤務させていただくことになりました。この町に

住むのは初めてで、わからないことが数多くありますが、様々な行事に参加し少し

でも早くなれていきたいと思っています。私は、妻と子ども２人の４人家族で、和

寒町民になることを嬉しく思っており、色々と夢を膨らませています。和寒町の職

員として責任感を強く持ち、町民の方々の御役に立てる様に頑張りたいと思ってい

ます。

　いろいろとご迷惑をかけると思いますが、どうぞよろしくお願いします。

 横 　 井 　 義 　 雄 【農業活性化センター所長】
よこ い よし お

　和寒町には菊野地区の赤い土、北原地区の泥炭土、そして、ペオッペ川流域の蛇

紋岩を母材とするニッケルやマグネシウムの多い土などたくさんの土壌がありま

す。

　その土に合った土壌改良や土壌診断によって、水稲・カボチャなどの品質向上と

適正施肥を進めていきたいと考えています。

　また、若い農業後継者が土づくりに興味を持って農業経営ができるように、土の

でき方など基礎から応用までの技術取得に一緒になって取り組んでいく決意です。

　どうぞよろしくお願いします。

　　　　　　平成21年度　町内教職員人事異動　　　　　　　　　　
（敬称略）
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役場組織一覧表
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　永年にわたり消防団長として活躍されていました馬場宣昭氏が、後進に道を譲られ３月31日で退団されま

した。後任の団長には白 春夫氏が、副団長には元第三分団分団長の伏見豊治氏が昇格されました。

　第１分団分団長玉手雅夫氏の勇退に伴い、次のとおり異動がありました。

　応募総数273点の中から下記の方たちが優秀賞に選

ばれました。　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

●小学校１年生の部（応募総数36点）

　優秀賞　大場都久美　「うみへのながいたび」

●小学校２年生の部（応募総数25点）

　優秀賞　安部　萌菜　「少女チャングムのゆめ」

●小学校３年生の部（応募総数27点）

　優秀賞　加藤　貴久　「生まれかわりレストラン」

●小学校４年生の部（応募総数40点）

　優秀賞　田中奈々子　「パコと魔法の絵本」

●小学校５年生の部（応募総数24点）

　優秀賞　佐々木　萌　「オズのまほうつかい」

●小学校６年生の部（応募総数24点）

　優秀賞　岡　ななみ　「ぼくらが大人になる日まで」

●中学生の部（応募総数89点）

　優秀賞　田中　友世　「ＧＯ」

●高校生の部（応募総数８点）

　優秀賞　深海　彩子　「山の郵便配達」

副団長　伏見　豊治さん　スポーツ奨励賞特別賞は全道のスポーツ大会で活躍し、優秀な成績をおさめ

たことが認められ、教育委員会教育委員長から表彰されるものです。

　受賞された方は次のとおりです。

　　　スポーツ奨励賞特別賞を受賞　　　

　第15回読書感想文コンクール　

４月１日付昇格（敬称略）
団　　長　　白　 　春　夫
副 団 長　　伏　見　豊　治
 

３月31日付退団（敬称略）
団　　長　　馬　場　宣　昭
団　　員　　遠　藤　　　剛
団　　員　　池　田　尊　侯

２月28日付退団（敬称略）
分 団 長　　玉　手　雅　夫

 

３月１日付第１分団昇格（敬称略）
分 団 長　藤田　房雄（副分団長）
副分団長　石上　恵三（部　　長）
部　　長　兼丸　幸二（班　　長）
班　　長　丹　　政信（団　　員）

　　　　　　　　和寒町消防団人事異動　　　　　　　　

団長　白 　春夫さん

山口　清美さん和寒高校スキー部女子

●山口　清美さん（和寒中３年）
全道中学校スキー大会クロスカントリー競技

女子クラシカル　３位

●吉田　悠真さん（和高３年）
北北海道高校スキー大会クロスカントリー競

技男子クラシカル・フリー　２位

●和寒高校スキー部女子
北北海道高校スキー大会クロスカントリー競

技女子総合　１位

　３月16日（月）、和寒中３年の内田伸明さんが上

川管内学校教育活動等表彰を受賞しました。

　この表彰は、上川教育局長から全国大会で優秀な

成績をおさめた団体及び個人に贈られるもので、内

田さんは、全国中学校スキー大会クロスカントリー

競技北海道男子リレーの選抜メンバーとして活躍し

見事優勝という快挙を成し遂げたことが認められて

の表彰となりました。この日は教育局次長が同校を

訪れ、内田くんに表彰状を伝達しました。

　　上川教育局表彰を受賞　　
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　国内のトップクラスの中高生が集まり世界の舞台でも通用する選手を育成することを目的に、継続して開

催されている「JOCジュニアオリンピックカップ2009全日本ジュニアスキー選手権大会」が新潟県妙高市で

行われ、和寒中学校の生徒４名・和寒高校の生徒３名が出場しました。白熱した雪上の戦いの結果は以下の

とおりです。

　和寒中・和寒高校スキー部　ジュニアオリンピック結果　

　３月７日（土）、東山スキー場で第51回町民スキー大会が行われました。この日は雪が降ったり止んだり

風が吹いたりとの天気となりましたが、今年から正式種目となったスノーボードを含め延べ70名が参加しま

した。

　　　　　　　第51回　町民スキー大会結果　　　　　　　

【高校生男子】(クラシカル・フリー共に10k)
　吉田　悠真さん（３年）　クラシカル　12位

　　　　　　　　　　　　　フリー　　　２位

【高校生女子】(クラシカル・フリー共に５k)
　荒井　友希さん（３年）　クラシカル　４位

　　　　　　　　　　　　　フリー　　　３位

　川上　友里さん（３年）　クラシカル　10位

　　　　　　　　　　　　　フリー　　　13位

【中学生男子】(クラシカル・フリー共に10k)
　内田　伸明さん（３年）　クラシカル　６位

　　　　　　　　　　　　　フリー　　　７位

　袰田　晃司さん（１年）　クラシカル　11位

　　　　　　　　　　　　　フリー　　　12位

【中学生女子】(クラシカル・フリー共に５k)
　山口　清美さん（３年）　クラシカル　15位

　　　　　　　　　　　　　フリー　　　15位

　松村　真由さん（１年）　クラシカル　10位

　　　　　　　　　　　　　フリー　　　11位
※高校生順位：高校男子、高校女子の部
　中学生順位：男女各学年の部（内田選手は
　　　　　　　中学男子全体も同順位）

（敬称略）

３２１距離競技

村岡　来玖窪田　　樹山石　大介男子
小学１・２年

鬼頭くるみ瀬川　結貴松村　美緒女子

菊地　啓太十川　涼矢鬼頭壮一郎男子
小学３・４年

松村　亜弓鈴木　志穂女子

丹　　翔吾男子小学５・６年

村岡　快斗袰田　晃司内田　伸明男子
中学生

山口　美幸松村　真由山口　清美女子

（敬称略）

３２１滑降競技

兵藤　菜絆幼児組男子・女子

加藤　　翔村岡　一也村岡　来玖男子
小学１・２年

鬼頭くるみ女子

須賀　大志鬼頭壮一郎男子
小学３・４年

井川　　愁鈴木　志穂女子

稲安　輝叡三田　航大男子小学５・６年

（敬称略）

３２１大回転競技

佐藤　　涼兵藤　茅乃幼児組男子・女子

山石　大介窪田　　樹郷　　佳玖男子
小学１・２年

外山　睦子瀬川　結貴南　なぎさ女子

山口　裕輝井戸川龍也郷　　瞬希男子
小学３・４年

三田　百香米澤　早紀南　　香那女子

渡邊　一宝沼田　凌良男子
小学５・６年

菊地　美咲新堂麻由香女子

松本　秀樹中道　真宏漆山　裕章高校生以上一般男子

（敬称略）

３２１スノーボード競技

高橋　志稀吉田　静槻犬養　賢弥小学生の部

　３月15日（日）、和寒東山スキー場において、第28回全道ジュニアアルペンスキー和寒大会が開催されま

した。参加した小学生・幼児、約140名はシーズン最終盤の滑りを披露していました。入賞された選手の方

々は次のとおりです。

　　　第28回　全道ジュニアアルペンスキー和寒大会　　　

小学３・４年女子組　　山石沙也加さん　５位

小学　　４年男子組　　前鼻　舶斗さん　１位

　　　　　　　　　（町内入賞者関係分のみ）
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■北海道中学校バレーボール優秀選手選抜大会
　３月26日（木）～28日（土）に芦別市において開

催される選抜大会の名寄地区の代表選手として、和

寒中２年の大盛　梢さんが選抜されました。

　大盛さんは、これまで和寒での部員数が少ないこ

とから士別との合同チームで各大会に出場しており

全道大会の進出に「ベスト４に入ることが目標。チ

ーム内で元気に活躍できるよう頑張りたい」と抱負

を語りました。

　顧問の義光先生は「重要な戦力として活躍してい

る。今までの経験を活かして精一杯プレーしてもら

いたい」と期待を寄せていました。

【出場選手】

大盛　梢さん（２年）

　　　和寒中バレー・バスケット選抜で全道大会へ　　　
■北海道ジュニアオールスターバスケットボール大
　会（学年別大会）
　３月28日（土）～29日（日）に１学年は北見市２

学年は札幌市において開催される学年別の選抜大会

に和寒中から次の５名の選手が選抜されました。

　酒向さんは「名寄地区のキャプテンとして全体を

うまく引っ張っていきたい」、中原さんは「選抜メ

ンバーとして恥ずかしくないプレーをしたい」、海

端さんは「しっかり役割を果たすプレーをした

い」、金谷さんは「足を引っ張らないよう頑張りた

い」、川島さんは「１勝の目標達成に向けて頑張り

たい」と抱負を語りました。

　顧問の杉本先生は「２年生は選抜チームの中でも

中心選手。昨年以上の成績を残してもらいたい。1

年生は、他の選手に負けないよう、たくさんチャン

スをもらって活躍してほしい」と期待を寄せていま

した。

【出場選手】

酒向光弘さん（２年）　　中原智位さん（２年）

海端大志さん（２年）　　金谷光真さん（１年）

川島和平さん（１年）

　２月18日（水）、士別神社において士別地区交通

安全協会連合会（神保良一会長）主催の交通安全祈

願祭と表彰式が行われました。

　この席上で、本町からは永年にわたり交通安全に

尽力された次の団体の功労が認められ表彰されまし

た。

　　士別地方交通安全協会連合会表彰を２団体が受賞　　

■交通功労団体表彰

　○株式会社　浜田組（代表取締役　浜田義昭）

　○株式会社　近藤組（代表取締役　近藤清秀）

■種目
　①　一般曹候補生　　②　一般・技術幹部候補生　　③　歯科幹部候補生　　④　薬剤科幹部候補生
　⑤　予備自衛官補（一般公募）　　⑥　予備自衛官補（技能公募）

（予備自衛官補って？　普段は社会人としてそれぞれの職業に従事しながら必要とされる訓練を受
け、訓練終了後、予備自衛官へステップアップするコースです。）

■応募資格（年齢の計算期日：①～④22年４月１日　⑤⑥21年７月１日）
　①　18歳以上27歳未満　　　②　22歳以上26歳未満（大学院修士学位取得者は28歳未満）
　③　20歳以上30歳未満　　　④　20歳以上26歳未満
　　＊③・④は歯学・薬学それぞれの課程を修めた大卒者（卒業見込みを含む）
　⑤　18歳以上34歳未満　　　⑥　18歳以上53歳・54歳・55歳未満（保有する技能によります）
■募集期間
　①②③④　平成21年４月１日～５月12日まで　　⑤⑥　平成21年１月５日～４月13日まで
■試験日
　　①　平成21年５月23日（土）　　②　平成21年５月16日（土）・17日（日）＊17日は飛行要員
　③④　平成21年５月16日（土）　　⑤　平成21年４月18日（土）
　　⑥　平成21年４月19日（日）
　■　問い合わせ先
　▽　パンフレット・志願票は、こちらに用意してあります。
　　　＊自衛隊旭川地方協力本部　名寄出張所　電話：01654-2-3921（電話お待ちしています）
　　　住所　〒096-0011　名寄市西１条南９丁目45（公園通り）
　　　※志願受付は、和寒町役場総務課にも用意してあります。

自 衛 官 募 集 中
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町
立
病
院
の
運
営
状
況

院
長
　
山
下
　
晃
史
　

図書館のホームページは　http://db.net-bibai.co.jp/wassamu/　アクセスしてみてね!!
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柴
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嫁
で

す
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す
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が
き
よ
う
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雨
の
日
の
か

ん
た
ん
あ
そ
び（
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金
多
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謎
の
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ト
硬
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向
井
万

起
男
）▼
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―話　題　の　本―
『マーリー　世界一おバカな犬が
教えてくれたこと』　　　　
（ジョン・グローガン/著）

　子育ての練習にと新婚カップルのジョン
とジェニーが引き取った。クリーム色の仔
犬。頭がいいと言われるラブラドールレト
リバーなのに、みるみる大きく育って、やん
ちゃなバカ犬に・・・。笑えて泣ける、全米ベ
ストセラー。

☆毎週土曜日
　14時00分～
おはなしかい開催

　

４
月
か
ら
隔
月
で
、
町
立
病
院

か
ら
の
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
「
病
気
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
」、

「
病
気
に
な
っ
た
と
き
の
治
療
方

法
は
」
な
ど
、
医
師
や
病
院
ス
タ

ッ
フ
が
担
当
し
て
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
町
立
病
院
の
運
営
に

つ
い
て
町
民
の
皆
さ
ま
に
状
況
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◎
病
院
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い

て
　

最
近
、
各
地
の
自
治
体
病
院
で

「
経
営
悪
化
」「
医
師
不
足
」「
不
良

債
務
」「
休
診
、
診
療
所
化
」
な
ど

あ
ま
り
良
く
な
い
報
道
を
見
た
り

聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。

　

病
院
の
収
入
は
、
初
診
料
、
再

診
料
や
各
治
療
費
、
入
院
費
な
ど

で
、
こ
れ
ら
は
診
療
報
酬
点
数
と

い
う
国
が
定
め
た
単
価
に
よ
り
決

ま
り
ま
す
。
そ
の
診
療
費
の
う
ち

個
人
負
担
分
と
保
険
負
担
（
国
保

と
か
）
分
が
医
療
収
入
と
な
り
ま

す
。
診
療
費
は
病
院
独
自
で
決
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
、
診
療
報
酬
点
数
が
段
々
と

引
き
下
げ
ら
れ
る
と
、
病
院
の
収

入
は
減
少
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

引
き
下
げ
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
平
成　

年
度
の
引
き
下
げ
は

18

多
く
の
病
院
の
経
営
を
著
し
く
悪

化
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

　

町
立
病
院
も
大
波
を
受
け
ま
し

た
。　

年
度
予
算
で
和
寒
町
の
一

18

般
会
計
か
ら
病
院
の
収
益
的
収
支

勘
定
へ
の
繰
入
金
は
、
前
年
よ
り

７
千
２
６
０
万
円
も
多
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぐ
ら
い
、

ひ
ど
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、

他
の
病
院
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
不
良
債
務
を
抱
え
て
は
お
り
ま

せ
ん
。

　

平
成　

年
度
に
医
師
の
研
修
制

16

度
が
変
わ
り
、
大
学
病
院
に
残
る

医
師
数
が
激
減
し
ま
し
た
。
各
地

の
公
立
病
院
に
医
師
を
派
遣
し
て

い
た
大
学
の
医
局
が
医
師
不
足
か

ら
、
各
地
の
医
師
を
引
き
上
げ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
町
立
病
院

で
も
医
師
が
短
期
間
で
退
職
す
る

状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、
背
景
に

あ
る
「
医
師
不
足
」
状
況
に
よ
る

影
響
が
大
き
い
の
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
医
師
不
足
や
収
益

の
減
少
で
、
経
営
が
で
き
な
く
な

り
廃
止
と
な
る
病
院
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
公
立
病
院
経
営
を
支

え
て
い
る
の
は
自
治
体
で
す
が
、

地
方
交
付
税
も
減
ら
さ
れ
自
治
体

の
財
政
が
厳
し
く
な
り
、
病
院
へ

支
援
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
、
と

い
う
状
況
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
要
因
の
大
部
分
は
国
の
政
策
で

あ
り
、
病
院
自
身
が
解
決
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ

ん
経
費
の
節
約
な
ど
常
に
努
力
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◎
町
立
病
院
の
改
善
対
策
に
つ
い

て
　

平
成　

年
度
か
ら
の
収
支
を
改

19

善
す
る
た
め
、
ベ
ッ
ド
数
を　

か
38

ら　

に
し
て
入
院
基
本
料
の
ラ
ン

30
ク
ア
ッ
プ
を
お
こ
な
い
収
入
の
増

加
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
院
外

処
方
へ
の
移
行
と
事
務
部
門
の
効

率
化
を
進
め
る
な
ど
に
よ
り
人
件

費
や
経
費
の
削
減
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◎
町
立
病
院
の
役
割
に
つ
い
て

　

過
疎
化
、
高
齢
化
が
進
む
中
、

頑
張
っ
て
生
活
し
て
お
ら
れ
る
町

民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
で
あ
る
た
め
に
、
い
ざ
と

い
う
時
の
救
急
や
入
院
が
で
き
る

医
療
機
関
と
し
て
引
き
続
き
そ
の

役
割
を
担
な
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
患
者
の
方
々
の
痛
み
を

早
く
取
り
除
き
、
回
復
に
向
け
て

全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
を
常
に
肝
に
銘
じ
て
、
資

質
の
向
上
と
経
営
の
改
善
に
一
層

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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平成21年度の国民年金保険料が変わります
○保険料額が改正されます（平成21年度）
　平成21年４月から平成22年３月までの国民年金保険料は月250円引き上げられます。
　　定額　　　　　　　・・・１ヶ月　14,660円
　　付加（希望する人）・・・１ヶ月　15,060円
※付加保険料を納付すると（200円×付加保険料納付月数）で計算された金額が、老齢基礎年金に加算
されます。

○保険料前納制度の割引額が改正されます（平成21年度）
　１年間又は、６か月間の保険料をまとめて納める《前納制度》は保険料が割引きとなり、大変お得で、
納め忘れの防止にもなります。ぜひご利用ください。

　１年分前納する場合　　　　　　の納付期限は、平成21年４月末日です。
　６か月分前納（４月～９月分）　の納付期限は、平成21年４月末日です。
　６か月分前納（10月～３月分）　の納付期限は、平成21年10月末日です。
○保険料の納付方法
　１．納付書による納付
　　　・毎月納付（納期限：翌月の末日）
　　　・前納納付・・・１年分・６か月分（納期限：上記参照）
　２．口座振替による納付
　　　・毎月納付（納期限：翌月の末日）
　　　・毎月納付[早割]（納期限：当月の末日）
　　　・前納納付・・・１年分・６か月分（納期限：上記参照）
　３．クレジットカードによる納付
　　　・毎月納付（納期限：翌月の末日）
　　　・前納納付・・・１年分・６か月分（納期限：上記参照）

保険料納付を忘れずに・・・納めて安心国民年金

年 金 あ れ こ れ

６か月分前納した場合１年分前納した場合月々納めた場合区　分

87,250円
（710円割引）

172,800円
（3,120円割引）

14,660円×12ヶ月
175,920円

定額保険料

89,630円
（730円割引）

177,510円
（3,210円割引）

15,060円×12ヶ月
180,720円

付加保険料

生活リズムの確立と睡眠
～睡眠習慣の確立と改善のために～

〔ポイント〕改善は早起きから始めましょう

　生体時計は１日約25時間のため、生活リズムは次第に後ろにずれるようになっています。このため昨夜
まで11時に寝ていた子どもをいきなり９時に寝かすのは至難の業です。生活リズムの改善は早起きから始
めるのが良いでしょう。
①カーテンをあけましょう
　寝室の環境をみてみましょう。ベッドや布団の置き場所を光が届きやすい場所に変えてみてください。
朝、カーテンを開けて光や風を入れましょう。親が子どもを起こす場合は身体を起こして座位か立位に
すると目覚めやすくなります。目覚まし時計は歩かないと手の届かない場所に置くとよいでしょう。
②朝のお手伝いは五感を刺激して
　朝の覚醒を促すには、五感への刺激が有効です。洗顔での水（湯）の感触、朝ごはんのにおい、新聞
を読むこと、食器の配膳などできることを一つ決めて持続させることが大切です。
③できるところから無理せず一歩ずつ
　社会が多様化している中で、保護者に理想を押し付けるのではなく、現実的に「できるところから一
歩ずつ」取り組みをすすめることが大切です。そして保護者の努力をきちんと受け止めていく姿勢が大
切であることも忘れてはなりません。
④標語やポスターを作りましょう
　学校内で地域で、生活習慣に関する標語やポスターを作って地域全体の取り組みとして発展させてい
きましょう。　

（文部科学省　子どもの生活リズム向上ハンドブック　抜粋）－和寒町青少年育成町民会議－

こ れ か ら の 家 庭 教 育
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～地域の話題をお届けします～

和
寒
建
和
会
が
除
雪
作
業

３
月
３
日
（
火
）、
和
寒
建
和
会
の

会
員
約

名
が
和
寒
保
育
所
の
除
雪

20

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
建
和
会
で

は
、
労
力
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し

て
、
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
道
路
側
溝
清
掃
や
道
路
路
肩

草
刈
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

日
は
、
保
育
所
の
屋
根
か
ら
落
ち
た

雪
を
ス
コ
ッ
プ
で
丁
寧
に
除
雪
し
、

保
育
所
関
係
者
や
地
域
の
方
々
か
ら

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
が
除
雪
作
業

３
月
４
日
（
水
）、
中
学
校
の
生
徒

と
教
職
員
が
高
齢
者
住
宅
の
除
雪
作

業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い
ま
し

た
。
高
齢
者
の
手
助
け
を
行
う
こ
と

を
目
的
に
毎
年
行
う
除
雪
作
業
に

は
、
１
・
２
年
生
の

名
が
参
加
し

28

ま
し
た
。
ス
コ
ッ
プ
や
ス
ノ
ー
ダ
ン

プ
を
使
っ
て
の
大
変
さ
に
Ｔ
シ
ャ
ツ

で
作
業
を
行
う
生
徒
も
あ
り
、
充
実

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

「ひ
だ
ま
り
」
で
そ
ば
教
室

３
月

日
（
土
）、
和
寒
町
交
流
施

14

設
運
営
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る
、

そ
ば
教
室
が
交
流
施
設
「
ひ
だ
ま
り
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
佐
々

木
昭
三
さ
ん
（
字
三
笠
）
の
指
導
の

も
と
和
寒
産
の
そ
ば
粉
を
使
用
し
た

手
打
ち
そ
ば
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
20

名
の
参
加
者
は
、
佐
々
木
先
生
の
指

導
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
慣
れ
な
い

手
つ
き
で
悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
が
、

に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
そ
ば

打
ち
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

元
に
思
い
思
い
の
作
品
を
作
り
ま
し

た
。
中
に
は
名
刺
大
の
サ
イ
ズ
ぐ
ら

い
の
大
作
に
挑
戦
す
る
参
加
者
も
い

て
、
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
完

成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

塩
狩
峠
メ
モ
リ
ア
ル

２
月

日
（
土
）、
塩
狩
峠
記
念
館

28

友
の
会
が
協
力
し
、
町
内
外
の
方
に

よ
る
実
行
委
員
会
で
「
メ
モ
リ
ア
ル

フ
ェ
ス
タ
」
が
塩
狩
峠
記
念
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
故
三
浦
綾
子
さ
ん
の
小
説

「
塩
狩
峠
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
長

野
政
雄
さ
ん
の
列
車
事
故
か
ら
１
０

０
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
に
飾
ら
れ

た
会
場
に
、
三
浦
文
学
の
フ
ァ
ン
約

２
０
０
人
が
顕
彰
碑
前
に
集
い
、
尊

い
自
己
犠
牲
の
行
い
を
偲
ぶ
と
と
も

に
、
交
流
会
で
は
、
多
数
の
方
か
ら
、

小
説
を
読
ん
だ
感
想
が
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
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連
携
が
な
に
よ
り
大
切
」
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
作
り

２
月

日
（
土
）
公
民
館
講
座
消

28

し
ゴ
ム
は
ん
こ
づ
く
り
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
士
別
市
在
住
の
五
十
嵐

直
人
氏
を
講
師
に
親
子
で
の
参
加
を

含
め

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

38

始
め
は
自
分
の
名
前
の
は
ん
こ
を
全

員
で
作
成
し
、
後
半
は
イ
ラ
ス
ト
を

三
和
し
ば
れ
ぶ
っ
と
ば
せ

２
月

日
（
土
）、
三
和
・
菊
野

21

自
治
会
が
主
催
す
る
三
和
し
ば
れ
ぶ

っ
と
ば
せ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
冬
の

交
通
安
全
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
が
行
わ

れ
、
自
治
会
関
係
者
ら
が
集
い
、
冬

の
１
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
、
豚
汁
の
無
料
配
布

や
も
ち
つ
き
の
ほ
か
、
越
冬
キ
ャ
ベ

ツ
の
出
荷
作
業
に
み
た
て
た
ボ
ー
ル

詰
め
ゲ
ー
ム
や
、
三
和
名
物
の
ロ
ケ

ッ
ト
発
射
リ
レ
ー
な
ど
も
あ
り
、
冬

の
寒
さ
を
ぶ
っ
と
ば
し
て
元
気
に
過

ご
そ
う
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

自
治
会
連
合
会
研
修
会

２
月

日
（
木
）、
自
治
会
連
合

26

会
で
は
先
進
的
な
事
例
を
学
ぼ
う
と

美
深
町
の
自
治
会
担
当
職
員
か
ら
自

治
会
に
関
す
る
取
り
組
み
事
例
な
ど

の
講
演
に
よ
る
研
修
会
を
行
い
ま
し

た
。
研
修
会
に
は
自
治
会
役
員
や
役

場
の
地
域
担
当
職
員
ら
約

名
の
方

50

々
が
参
加
し
「
地
域
住
民
の
意
欲
と
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■人　口　４，０６６人（△２人）
　・男　　１，８８５人（△１人）
　・女　　２，１８１人（△１人）
■世帯数　１，７７２戸（△３戸）

（　）は前月対比
　　出生　２人　　死亡　２人
　　転入　４人　　転出　６人

３月１日現在

人
の
動
き

諸 岡 洸諸　岡　洸　佑佑くく
んん

≪H19.12.16生まれ≫

西町　諸岡　淳さ
ん・光千江

さ
んの長男

　こんにちは、こうすけです。
　僕はとても甘えん坊、おまけに泣き虫。
いつもママにくっついて離れないんだ。そ
んな僕を、パパは「ヘタレ」と呼ぶんだよ
ね。だから、強い子になっていつか見返し
てやるんだ。ガンバルぞー！皆さん、応援
よろしくお願いします。

こう すけこう　　すけ　

川 江 空川　江　空　汰汰くく
んん

≪H19.10.17生まれ≫

西　町　川江　峰さ
ん・美穂

さ
んの次男

　はじめまして！そらたです！
　僕は『色が白くて女の子みたい』とよく
言われます。特技は、玉ねぎの皮をキレイ
にむく事です！お兄ちゃんと遊ぶ事が大好
きだよ。好きな食べ物はイチゴとヨーグル
ト！お兄ちゃんの分まで奪って食べちゃう
よ。ちょっぴりやんちゃな僕ですが、みな
さんヨロシクネ。

そそらら　 た　　た　

伊 藤伊　藤　　　楽楽くく
んん

≪H19.10.17生まれ≫

東丘　伊藤隆行さ
ん・みどり

さ
んの長男

　はじめまして、伊藤　楽です。
　好奇心旺盛で色んな物に興味があるんだ
けど、基本的にビビリだから音の出る物
や、動物には触れないッス。でも、遠くか
ら見る分には強いゾッ！あと、人前に出る
と照れちゃっておとなしくなっちゃうけど
10分もすればエンジン全開。こんな僕です
がよろしくッス！

　　　　　　ががくく

☆
町
立
病
院
☆ 

＝　

寄　

附　

＝

▼
高
�
征
勝
さ
ん
（
南
町
）
か
ら

亡
母
の
葬
儀
に
際
し　

万
円
を
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☆
保
育
所
☆ 

＝　

寄　

贈　

＝

▼
わ
っ
さ
む
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
荒
井

敏
一
さ
ん
（
川
西
）
か
ら
カ
ッ
ト

か
ぼ
ち
ゃ
を

＝　

除
雪
作
業
協
力　

＝

▼
和
寒
建
和
会

☆
芳
生
苑
・
健
楽
苑
☆ 

＝　

寄　

附　

＝

▼
和
久　

充
さ
ん
（
北
原
）
か
ら

芳
生
苑
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
３

万
円
を

▼
松
野
義
夫
さ
ん
（
士
別
市
）
か

ら
芳
生
苑
に
役
立
て
て
下
さ
い
と

　

万
円
を

10＝　

寄　

贈　

＝

　

野
菜
他

▼
林　
　

健
一
さ
ん
（
西
和
）

▼
石
田　

利
雄
さ
ん
（
三
笠
）

▼
増
田　

秀
秋
さ
ん
（
旭
川
市
）

▼
三
和
・
菊
野
自
治
会
女
性
部

＝　

慰　

問　

＝

▼
喫
茶
ル
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
草
花
の
会　

押
花
作
品
展
示

▼
日
赤
奉
仕
団
和
寒
分
区

☆
社
会
福
祉
協
議
会
☆ 

＝　

寄　

附　

＝

▼
枝
園
清
一
を
支
援
す
る
会
か
ら

ハローベイビー

※特集 先人たちの軌跡は次号に掲載します。

インターネットでも情報満載！
和寒町ホームページアドレス
http://www.town.wassamu.hokkaido.jp/
和寒町携帯電話サイト
http://www.town.wassamu.hokkaido.jp/08_mobile/mobile_top.htm
E-MAIL info@town.wassamu.hokkaido.jp

社
会
福
祉
事
業
に
、
１
万
５
千
円
を

▼
五
十
嵐
二
郎
さ
ん
（
朝
日
町
）、

五
十
嵐
英
次
さ
ん
（
西
町
）
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
亡
父
、
亡
祖
父
の
葬
儀

に
際
し
、
５
万
円
を

▼
村
岡
茂
子
さ
ん
（
三
和
）
か
ら

亡
義
母
の
葬
儀
に
際
し
、　

万
円
を

10

▼
出
戸
鉄
夫
さ
ん
（
日
ノ
出
）
か
ら

亡
三
男
の
葬
儀
に
際
し
、
５
万
円
を

▼
高
�
征
勝
さ
ん
（
南
町
）
か
ら

亡
母
の
葬
儀
に
際
し
、　

万
円
を

10

怯
お
め
で
と
う
赤
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

お
父
さ
ん

赤
ち
ゃ
ん　
　
　
　
　
　

住　

所

　
　
　
　
　
　

お
母
さ
ん

　
　
　
　
　
　

真
太
郎
さ

ん

白 
　
 
乃  
蒼 
ち
ゃん　
　
　
　

三　

笠

の 

あ

　
　
　
　
　
　

ひ
と
み
さ

ん

　
　
　
　
　
　

和　

秀
さ

ん

福
島　
 
湧  
斗 
く

ん　
　
　
　

日
ノ
出

ゆ
う 
と

　
　
　
　
　
　

ひ
と
み
さ

ん

　
　
　
　
　
　

譲　

治
さ

ん

中
山　
 
奏  
音 
ち
ゃん　
　
　
　

三　

笠

か 
の
ん

　
　
　
　
　
　

亜
央
衣
さ

ん

怯
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

氏　
　

名　
　

年
齢　

住　

所

村
岡　

秋
子
さ

ん（　

歳
）芳
生
苑

88

松
野
は
る
ゑ
さ

ん（　

歳
）芳
生
苑

97

岩
間　

正
美
さ

ん（　

歳
）三　

笠

41

�
�　

文
子
さ

ん（　

歳
）南　

町

88


